










緒言




　１．　最初の容易な所と、最後の雜則の部を除いては、和文獨譯、獨文和譯は、ほとんど全部解答を作つて見ました。或種の、ちよつと説明を要するやうな概念や思想には、老婆心までに、言ひ換へや、註釋をも附加しました。

　２．　教授事項の分解的説明だけは、これは紙數を要する關係上、全然省いて、直接必要な、譯語譯文だけにとどめました。

　３．　「譯語」の提供にはかなり注意を拂つたつもりです。何か好い別案がおありになれば私自身に直接御教示下されば幸甚の至りに存じます。

　４．　直譯がわかり切つてゐる場合には、「一たい全たい何の事を云つてゐるのか？」といふ見地を主として考慮して、なるべく意譯をしました。

　５．　仕事は、正直に云ひますと、實は全部私一人では出來なかつたので、川村義雄氏・藤田榮氏におねがひし、後で私が大部分眼を通しました。なほ今後よくしらべまして、追々に直して行かうと思ひます。皆樣方にもお氣附の點がありましたらどうかお知らせ下さい。

　６．　教程そのものも、すでに一回是正を行ひましたが、私自身教室で使つて見た經驗で、なほ多少誤や、誤植や、用語の不妥當な點も發見してをります。これは今年は間に合ひませんから、次版に於ては徹底的に掃除しようと思つてをります。

昭和十年三月七日關口存男識





獨文和譯




和譯P.51　６. zwischen den Zeilen lesen（眼光紙背に徹す） hineinlesen（勝手な意味を捏造して讀むこと）




46P.52　【１】ａ．仕事は一週間後に始めて仕上がる。──ｂ．私は三ヶ月すれば八十歳になる。


【３】ａ．私はほんの十分間ばかり彼を訪問した。──ｂ．私は三ヶ月のパスを持つてゐる。

【４】ａ．彼の呼聲に應じて三人の手下が現れる。──ｂ．鐡橋の上を軍用列車が續々と通る。

【５】ａ．彼は全然聽いてゐない。それどころか聽いてゐる間に眠り込む。──ｂ．暫くたつと彼は再び歸つて來る。





47　　　【１】ａ．彼は中央停車場に到着する。──ｂ．彼等〔貴君達〕はその間に或る丘に到達してゐた。──ｃ．彼は時限正しく事務所へ出勤する。──ｄ．消防は火事場に現れた。──ｅ．彼は安樂椅子に坐る。──ｆ．彼は〔木製の〕植木鉢の間に隱れる。（帳の蔭に、机の下に、等々）。──ｇ．主人公が畫面に現れる。──ｈ．彼は私の宅に引越して來る。


【２】ａ．月が森の蔭から立ち出でる。──ｂ．犬が机の下から這出る。

【３】ａ．子供は母と並んでチヨコチヨコ歩む。──ｂ．牧夫は家畜を前に追ひ立てて行く。──ｃ．汽船が帆船を後に曳いて行く。





48P.53　【１】ａ．道はジグザグに走つてゐる。──ｂ．此處に一列にお並びなさい！──ｃ．彼の作品は最初五册になつて現れた。──ｄ．ストライキとは集團的罷業である。


【２】ａ．彼の小膽はむしろ卑怯に墮する。──ｂ．彼の愚劣さは昂じて狂氣となる。──ｃ．魔法使は狼に化ける。──ｄ．彼は彼の成功をたゞちに小金に兩替することを知つてゐる。［例へば大臣になつた人がやめてから講演して廻つて儲ける等々］。

【３】教育の缺乏；彈藥の豫備；素材の需要；建築材料の豐富さ；知識の貧弱さ。

【４】ａ．彼には色々と私の氣に喰はぬ點がある。──ｂ．私の伯母は澤山外國語を使ふ、これは年寄の癖である［ドイツではフランス語をドイツ化して振廻すのは宮廷全盛時代の遺物となつてゐる］。──ｃ．私は彼の健全な常識には全く驚くの外はない。

【５】ａ．私は兩親に宛てて［手紙を］書く。──ｂ．彼は當該官廳に交渉する。──ｃ．シルレルの「歡喜に寄す」。

【６】ａ．それはむしろ吾々の子供達に對する犯罪であらう。［そんなことをすれば子供達にすまない］──ｂ．私は彼に復讐する。──ｃ．彼は現代の精神に背馳するものである。──ｄ．彼は自分の不滿を私にあたり散らす。

【７】ａ．彼は私を待つ。──ｂ．彼は私の全快を祈る。──ｃ．彼は私の年をあてこする。［お孫さんは幾人あるかなどといふ等］。──ｄ．彼はこの點に私の注意を促す。──ｅ．彼は彼の活動を彼の家政の財政的改善に集中する。

【８】ａ．彼は怒りのあまりに震へる。──ｂ．彼は興奮の餘り吃る。──ｃ．私は怠屈で死に相だ。──ｄ．子供は好奇心の餘りぢつとしてゐられない。──ｅ．彼は悦びに堪へずして泣く。

【９】ａ．彼は私を怖れる。──ｂ．お前、あいつには要心しろよ。──ｃ．彼女は私にこの人間を警戒するやうに注意する。──ｄ．兵士が敵から逃る。──ｅ．人々は彼を見ると敬意を表して席を詰める。

【10】ａ．彼の處女作はフランスの影響を受けて出來た。──ｂ．私は私の一生を努力と勞働のもとに過す。

【11】ａ．私は此の人達のところは怠屈だ。──ｂ．私はもう決してこの人達の間に立ち交はりたくない。──ｃ．彼は此等の愚物の中にあつて只一人の分別ある男だ。

【12】ａ．彼は彼の旅行計畫に關して何等詳細を洩らさない。──ｂ．この點に關しては學者達の意見は一致してゐない。

【13】彼は多くの工場の外になほ一つの鑛山を所有してゐる。





和譯P.58　２．結果はそのうちに目に見えて來るだらう。


５．Wink 指圖、指命。

９．noch vor dem Examen ＝ sogar vor dem Examen.





和譯P.59　３．müssen は「是非云々したい」の意に用ひる。７．doch nicht ＝まさか──ではあるまい。８．どんな學説だつて強ひて誤解しようと思へばどんなにだつて誤解出來るものだ。




和譯P.62　３．Ski 發音は Schi，但し英語通りスキーとも云ふ。


９．Spielen 賭博。





和譯P.65　２．Reichskanzler 聯邦宰相。３．auf Lebenslang 生涯。４．an ...... arbeiten あるものを追々に仕上げて行くの意に用ふ。




74P.73　１．結婚式服。晴着。２．家大なれば寧日なし。３．無理な事は自然にやむ。４．彼はなんでも眞面目に取る。５．名は體を表はす［頭髮亂麻の如くなれば心もまた亂麻の如し］。６．素直な馬には拍車をかけてはならない。７．智者の知惠にも及ばぬ事を、童心は無心に遂げ行ふ。［理窟では例へどんな頭のいゝ人間にも解らない筈のことを無邪氣な者は現に何の理窟も云はずに天眞爛漫にやつてのけてゐる］。




75P.74　１．全獨逸が勝利に歡喜する。２．全ベルリンは飜り湧き立つ旗の海原であつた。３．昔のお前の母の樣な娘は歐洲を半分めぐつても見つかるまい。




76　　　１．彼の生活は享樂づくめであつた。２．それらは凡て概念的な抽象の人意的所産のみである。３．博學と自己反省が過ぎて彼等は自分自身に對する信頼を失つて了つたのだ。




78　　　１．色々のよき品。２．いはゆる公人といふ奴はそもそも良心など持つてゐない。




79　　　１．それは美しいある朝であつた、生々とした青いそして明るい。２．朝あけの初めの光、死んだ樣な、輝きのないそして見るからに毒々しい光がどんよりと浪と雲の上を掠めるのであつた。３．それは美しく優さしき乙女であつた。４．私のなくなつた母はしつかりした婦人だつた。




80　　　ａ．大きい、富裕な、強力な（等々の）國家。ｂ．大きい、富裕にして強力なる（この三性質を備へた）國家。


備考　１．第二の大地震。２．初めて暑かつた夏の日。３．さる老紳士。４．兩若人。５．他の諸要因。





83　　　１．歌は了つた［噫我等が事歇みぬ焉］。２．窓は閉つてゐる。３．彼、今や亡し。４．希望は去つた。５．彼は去つた。６．彼は既にゐなかつた。７．彼は上機嫌である。［或は、彼は今や時めいてゐる］８．彼は零落してゐる。［或は、洒落れて：この子供はウンコが出ちやつてゐる。］９．蓋が取れた。10．彼女の毛髮はごしやごしやである。11．樂隊が眞先に進む。12．私がそこに居合せた。13．誰も居合せなかつた。14．私は彼が嫌だ。15．吾々は出揃つた。




85　　　注意事項


貴下よりいづれ御通信あるべきことを期待しつゝ、貴下の忠實なる僚友 S. W. として擱筆す。





和譯P.78　４．Ehrlichkeit 道義心、人格。streitig machen ＝ anzweifeln, in Frage stellen. ６．ihm geschieht nichts ＝ es geschieht ihm nichts に對する倒置形。７．doch ＝きつと。




87　　　備考１．これ實に我等全ての運命である［これまことになべて我等がさだめにこそありけれ］。


２．彼の商賣は不斷の自我否認を要した。（「とぼける事」、「さあらぬ體に裝う事」、「自分を引込めて表に出さぬ事」を sich verleugnen といふ）。

３．病氣をすると人は自我意識に立歸る。


【２】１．私の代りに［例：Was würdest du an meiner Statt getan haben? 若し君が僕だつたらどうしたらうか？］


２．私の代りに［例：Anstatt meiner geht mein Bruder hin.］──但し普通の「私の代りに」にはどちらを用ひてもよろしい。





88　　　［例］１．お前のためにしてやるのだから、よく心に留めて置くがいゝ。２．僕のためになら別におかまひ下さる必要はありません。




和譯P.81　１．als seiner unwürdig ＝市長さんらしくもないと云つて。


４．die Stelle ＝その箇處を（die fragliche Stelle）





和譯P.83　５．君はみんながあんなに笑つてゐるのが聞こゑないか？　だつて君は又しても又しても變な腰つきをしてズボンをせり上げるんだもの。




和譯P.86　12．Anordnung 申し渡し、達し、云ひつけ。Unwillen erregen 不滿を買ふ。




和譯P.89　３．Glück haben 運がいゝ。９．Posten 持場、部署。


10．in der Tür 戸口に、即ち im Türrahmen 戸の枠の中に。11．Schutzinsel 交叉點等に設けた安全地帶。12．kennt「味を覺えた」と譯して下さい。13．命令一つ下す必要もなく云々（brauchte は或は接續法第二式ではないかと云ふ疑問も生ずるかも知れませんが、かういふ時は直接法も用ひます、第二式を使ふならばむしろ gebraucht hätte です。）





和譯P.89　15．解説──普通教育が普及して有象無象に讀み書きが出來出すといふことは、つまり讀者層の水準が下がることを意味する、書く方も程度を下げて書く、程度を下げて書いてゐると書く人自身の考へ方も程度が下がつて來る。




102　　　【２】１．無報酬の助言だからと云つて輕蔑なすつてはいけません。


２．私の助言を輕蔑なすつてはいけません。無報酬の助言なのですから。





和譯P.92　３．この長い道を無駄足ふむ必要がない樣にと、いつ私が家にゐるかと彼はその點を詳しくきゝただした。


４．今度來た先生は私の名と專攻を問ふて、しかもその口調に妙に皮肉な調子を交へた。５．Mordskerl 偉い奴、すばらしい男、（俗語）。６．人間なる現象が（現象人間、モ可ナラン）如何に弱小にしてあさましく且つ頼りなきものであるかといふ考へが人類の最初の宗教を生んだ。７．魂の本來の座が人體の何處に在るかといふ詮索は當然（〔zwangsla:ufig ＝ notwendig〕）人腦の解剖の機縁となつた。８．es ist wieder etwas los 又は何か起つたな、より。





107P.95　注意事項【３】要するにその點は一向心配はございません；さてその事業は頗る不利なやうに見えた。


【５】第一分册は只今現れた、そして該書は各書店に於て閲覽に供してある。

２．Selbst ist der Mann. 男子は獨立獨行。


☞　　　　　３．その爲すところがその人を樂しました。




和譯P.96　２．先づ以て吾人はインターナシヨナルの積極的諸提案を認識する必要がある、それを（提議を）公平に判斷し得るためには。


３．戰爭が人類の惡性な疾患であるといふ事實は否定出來ない。

４．この瞬間に三人の警官が戸口に現れてこの男を捕縛した。

５．母は臺所で働き子供達は庭で遊ぶ。

６．彼は自分で私の所へ來ることが出來なかつたので、私に使者を寄越した。

７．食糧品の値段が騰貴する毎に、私の母は病める子供の如く嘆く。

８．金が出來てもはや働く必要がなくなると、たちまち人生は退屈なものとなる。

９．子供が氣が狂つたやうに搖籃の中でわめいてゐるのに、母は知らん顏をして庭で働いてゐる。

10．丁寧に握手するのではなくて、亂暴に握手しなければならぬ人間がある。しかもその握手には、ひつかく爪がある位でいゝ。［Tatze 猛獸の大きな前足──どいつもこいつもに係り合つてゐるときりが無い、ちよいちよい皮肉を云つて嫌がらせる位で丁度いゝのだ］。





110P.97　１．こいつは一風變つた人間だね！


２．親父が怒つたの怒らないの！

３．一同は歡喜して僕を迎へる、實際數年來姿を見せなかつたのだから［hell は offen ──むき出しの、あらはの意］。

４．いゝぢやないの？　だつてあたし達のお母さん達だつて十三・四の時にもうお嫁に行つたんですもの。





115P.99備考　運命が決した曉には、人間の手出しは一切無用である［Zutun おせつかい、蛇足的行爲］。





119P.102　「自動詞多きことに注意せよ」とあるは「自動詞に sein で完了時稱を作るもの多きことに注意せよ」──の誤り。


和譯P.102　１．もう暫く書齋で待つてゐて呉れ給へ、僕はまだ朝飯を食つてゐないんだから。


２．昨晩娘はとても素晴らしく歌つた、だから父が今彼女をほめてゐる。

３．今度はお前この小説を讀んでよろしい、私は讀んで了つたから。

４．誰だ私の幾何の本を土の上に投り出したのは？　こんなに汚くなつたぢやないか。

５．諸君早く梯子をよこし給へ、泥坊は屋根に上つた。

６．私は彼に挨拶せずにこの酒場を出るわけにはゆかぬ、彼は私を見つけてしまつた。［館、亭、樓等のつく公開的建築を Lokal といふ］。

７．失した財布をヒヨツコリ又見つけると隨分うれしいものだ！

８．彼が立派な馬車［又は自動車］を買つたことをお聞きになりましたか？　どこにそんな金があつたのでせうね。

９．君の隣人は退屈な男だ、一度旅行中に知合つたことがあるが。

10．彼等はもう家へ歸る。彼等は全く勞れてゐる、一日中工場で働いたのだから。

11．もうこの男に恥をかゝせる必要はない、神が制裁して了つたのだから。

12．この小説の日本譯はもう出てゐますか？　誰が一體飜譯したのですか？

13．彼が一人の子供を助けたことがあるといふ話は我我は既に屡〻耳にしてゐる。

14．樹々は青み、鳥は森に歌ひ、ばら色の雲が空にたなびく。五月が來た。

15．既に屡〻手紙を書いて遣つたに拘ず、弟は依然として返事をしない。





121P.104【３】ａ．私が此處にかうしてゐられるのは彼のおかげだ、彼が私の命を救つて呉れたのだから。


ｂ．我々は到る處彼を尋ねたが、何處にも彼は發見されない。


【４】ａ．私が其處に坐つてゐられたのは彼のおかげだつた、彼が私の命を救つて呉れたのであつた。


ｂ．我々は到る處彼を探したのだつたが、彼は何處にも見あたらなかつた。


【５】ａ．私は昨日彼を訪問した。


ｂ．彼は二三日前に到着した。

ｃ．此處には嘗て一つの城が立つてゐたことがある。［125項參照］





122　　　１．そんな事柄はいつの世にもあつたことだ。


２．此の問題の純社會的解決が試みられたことは獨逸には未だ嘗てなかつた。

３．私は隨分前から此の人間に對して反感を持つてゐた。

４．もしもし、私はまだ人にこんな圖々しいことをされたことはありませんよ。

５．彼は殆んど死ぬまで孤獨だつた。


和譯P.105　１．だが要するに、貧乏と金持はいつの時代にも存在したものだ。それはどうにもしようがない。


２．毒舌家は何時の代にもあつた。吾々の時代だけが例外だとお思ひなさるか？

３．無爲の徒の平和はいつの世にもあつた、しかし正眞正銘の平和はあらゆる社會的差別の撤廢、社會的正義に依つて始めて齎されるであらう。

４．人は私を或は貶し或は褒た。しかし、どのみち私に非常な御かげを蒙つてゐることは自認せざるを得ないだらう。

５．屡〻人間は萬物の靈長であると云はれたが、しかしこれは全然主觀的な觀方であつた。

６．彼は既に再三私の新居に私を訪れたが、家の裏にある小さな庭はまだ見てゐない。

７．この別莊はおそらく五度乃至六度その所有者を變へた、從つて私は第五番目乃至第六番目の家主である。

８．この人間は友人として助言者としてまだ一度も私の役に立つたことがない、だから今度は敵としても大した危害を加へることは出來まい。

９．この特權を吾々は開闢以來所有してゐるのだ。今突然それを放棄しなければならぬとは一體何を吾々がしたのか？

10．不撓不屈の精神は常に病める虚弱な肉體の中に宿つてゐたといふことは統計的事實である。かるが故に健全なる精神は健全なる肉體に宿るといふ言葉は嘘である［mens ＝ Geist; sana ＝ gesund; in ＝ in; corpore ＝ Körper; sano ＝ gesund］。





123　　　１．この理を解せざる者は、既にその精神的健康を失つたといふ可きである。


２．子供を持たないものは眞の愛を味はつたとは云ひ難い。

３．自分の魂から湧き出でたものでなければ、心の糧を得たとは云ひ難い。

４．牧師がアーメンと云ふ丁度その瞬間に亭主が出來上がるのあつて、それ以前でもそれ以後でもない。

５．報酬が取れぬとなれば、私は數ヶ月、ただ働きしたことになる。

６．信ぜよ、然らば汝は啖へるなり［我が國にも武士は食はねど高楊子といふのがあるが、キリスト教にもかうした強情我慢の思想がある］。





124　　　１．一寸でもお前の行李（の側）を離れたら、そしたらもうお前は行李の持主ではなくなるよ。


２．おれに向つてさういふ口を利くのだな？　よし、おれはもうお前とは縁を切つたよ。

３．夜中に彼が死ねば、我々はこの長靴は見おさめだ。





125　　　１．この場所に多分ナポレオンが立つてゐたのだと思ふと私は悚然として襟を正したくなる。


２．願を掛ければ早速その驗のあつた時代に一人の王樣がゐて、その娘達は皆美しかつた［helfen ＝ wirken］。





126　　　　　君が明日の晝、私の所へ來る時分には、私はこの本をきつと終まで讀んで了つてゐるよ。





127　　　　　女學校を了へてしまふと、大抵の娘達はすぐ家婦になる。





和譯P.113　１．彼は一家の主となつて以來、めつたにこの倶樂部に現れない。


２．この異國の植物は自國の土と自國の空の下でではなくて、この國の温室の中で育つた。

３．この警官は何等の理由なくゴムの棍棒を使用した、そしてこの騷動はまさにそれに依つて持ち上がつたのだ。

４．部屋の窓を皆あけてテーブルや椅子を掃除しろと先刻云ひつけたらう？　どうだ、出來たのか？

５．私はその期間ずつと田舍にゐたので、都會の出來事は全然と云つてもいゝ程知らない。

６．お前達はまだ皆子供だ。身體は大きくなつたが、氣持はいはばまだ搖籃の中にある。

７．子供達の自己意識が目ざめると同時に、吾人は彼等を人形の如くではなく一個人、一人格として取扱つてかまはない。

８．騎兵は、敵部隊を粉碎するためには、敵が逃亡を企てるや忽ちその行動を開始しなくてはならぬ、敵が既に逃げて了つてからでは不可ない、それではもう晩すぎるのだ。

９．その地帶は着陸には最不適當である、それは高い樹木と電線にはさまれた細い一片の草地である、それにも拘らず旅客機は滑らかに着陸した。

10．たつた今貴下の自動車が事故を起しました、運轉手は生命は別條ないが重傷です、貴下は即刻私について警視廳まで出頭せられたい。





139　　　　　　　　活動その者


１．私は全生涯を旅行し通した。

２．何をしたか？　游いだ［游ぐことを爲した］きりだ。

３．彼は市場で馬に騎つた。

４．嘗て此處には赤旗がひるがへつてゐた。

５．私の若い時代は、夏休にはいつも田舍を歩いたものだ。

６．彼は私の脇腹を蹴とばした。

　　　　　或る場所への到達

１．私は先づ巴里へ、それからローマへ行つた。

２．どうして島に到達したか？　游いで着きました。

３．彼は馬で市場へ行つた。

４．建物はあつと云ふ間に空中に吹き飛ばされた。

５．彼はもう私の所にゐない、彼は監獄へ行つて了つた。

６．彼はかたはらへ退いた（座をはづした）。





和譯P.115　１．しばらく走つたり飛んだりすると、その後は隨分勞れる。


２．大變だ：一人の男が水に飛込んだ、そして游げなかつたので、溺死した。

３．この若い雀はまだ飛んだことがない、彼はそれを今日始めて試みた、すると彼は地に落ちた、即ち彼は不時着をしたのだ。

４．若い雀は今日立派に飛行試驗に及第した、彼は首尾よく隣家の雨樋の中へ飛び込んだ。

５．仕事をするに際して、その努力の對象に充分注意が行屆かないとか或はあまり急ぎ過ぎたりするときまつて結果がかんばしくない。

６．母は息子の病んだことを聞いて速刻彼の所へ急いで出掛けた、從つてそんなにすぐ歸つては來ないだらう。［zurück sein は zurückkommen を状態語法（214項）で云つたもので、意味は同じ］





142　　　【１】１．彼は行つた。


　　彼は歩みつかれた。

２．彼は落ちた。

　　彼は轉げて子供を殺した。

３．彼は笑つた。

　　彼は脊を笑ひ曲げて了つた［ころげるやうにして笑つた］。


【２】１．運命は偶然彼の手に怖るべき權力を握らせた。


２．吾々はこれで一時間も兩脚が胴體にめり込む程立ちつゞけてゐる。


【３】１．彼は重大な要件で赴いた。（彼は彼の道を歩んだ）


２．彼は英雄的な死を（おだやかな死を、自然死を）遂げた。

３．馬は毎日の歩みを歩んだ［Trab は Schritt（なみ足）より少し速い所謂「速歩」］





146　　　　南、沙漠の炎暑に堪え


北、氷雪を侮りし彼も

今は狹き船室に捕はれて

波のまにまにゆらるゝなり





和譯P.119　１．失業の除去乃至減少は我が祖國にとつて最大の意義を持つ問題である。


２．仕事の内には明かに健康に有害であるがそれにも拘らず爲さねばならぬ類のものが澤山ある。

３．それは實に無用の穿鑿（あげ足とり的なあらさがし）であつて、それを究明するに必要な暇が今私にない。

４．すると彼ははからずも鐡格子の戸口に出た、その金鍍金した鐡棒の間からは別の庭が見渡せるのであつた。

５．技術のあらゆる進歩は所有階級の富をのみ増進させる、この階級には技術家も或る程度は含まれてゐる。

６．吾々は今や全てを序へる強き拳、萬人をして服せしめるだけの意志の男（決意の人）を必要とする。

７．私は何んの役にも立ない人形は必要としない、善良で強健な女、その手は常に洗ひ、掃き、拭き、そして整頓するところの女を必要とする。

８．不幸が起つたならば人はそれを神のお告げと見なくてはならぬ、我々はこれを恐れる必要はないが、その神意をとくと理解しなくてはならない。

９．こちらで充分信頼してゐない友達は、やはりそのことに薄々感づいてゐて、こちらに信頼を置かない、これが自然の趨勢である。

10．今現に貴下がその側に立つてゐるその同じ窓から今朝［heute Nacht は今晩にあらず］一人の泥棒が庭に墜ちて片脚を折つた。

11．或る絶壁に懸つた寂しい小徑で私に襲ひかかつた盜賊は自分で谷底へ墜落した。

12．相對主義は主張する、萬物は相對的であると。しかし、それを念頭に置いて始めて全てが相對的となるところの其の何物かが存在しなくてはならぬ。

13．何等知識のない小兒と雖も疑問としないところの事實を、これ程頭のある人間がどうして非認し得るか私にはわからない。

14．旅客が使用しなかつた乘車劵は二日間にして無效になる。

15．この外科醫の助手たらんことを欲するものは自身既に一人前でなければならぬ［ein Mann, welcher ＝ wer］





147　　　【３】改變そのものを公に許すといふ、この思想［漸進的改善の本能］は、例へばカトリック等、諸々の宗教、同樣に又保守的或は少なくとも安定的であることを己が眞の權利であると主張してゐる諸國家には頗る人氣がわるかつた。





148　　　１．政府は常に農民階級を壓迫して來てゐたが、その状態は革命運動に極めて好都合であつた。


２．大地が搖ぎその上にある全てを投げ落す、この現象を地震と稱す。

３．往々にして幹、枝、小枝及び葉の間に何等の差別をも設けない植物が有るが、かゝる場合を吾々は例へば、よくある仙人掌に見ることが出來る。





149　　　【１】１．このことをお前に告げる私が自身で其の場に居合せたのだ。


２．今私にそんなことを云ふお前は、やがてそれを後悔するだらう。

３．先程それを私に云つたところのお前達は、もうそれを忘れて了つてゐる。


【２】１．それをお前に云ふところの私が實に自身でそれを經驗したのだ。


２．今そんなことを私に語るお前は、やがてはきつと後悔しなくてはなるまい。

３．一寸前に私にそれを斷言したお前達は、それに就てもはや何も知らぬ振をする。

４．かよわい女に過ぎない私が、それでもそれをやつてのけたのです。





150　　　１．ローマ人を悦ばした如き劇は、ゲルマン人には知られてなかつた。


２．他の諸國に見るが如き激烈なる黨爭は我が國に於ては表面化するに至らない。

３．今日午後パリの歴史に未だ曾て見られなかつた樣な物凄い颶風がパリを襲つた。


☞　　wie と人代名詞


１．これは王樣すら、これ以上のものは飮むまいと思はれる程の葡萄酒である。

２．彼女は彼を、彼がその生涯に於てとにかくまだ聞いたことの無かつた程の愉快な報知を以つて驚ろかした。





和譯P.124　１．私は他の誰をも愛さない、たゞ十年間も苦樂を共にして來たお前をのみ愛する。


２．富裕な私の友は大きな家に住み、他の何人も持ち得ない樣な圖書館を持つてゐる。

３．貴下が讃美する如き理想主義は今日の世界には不可能なものであり、かつ幾分時代遲れである。

４．そいつあよかつた。それは實に君の如き人物のみが發し得る一言なのだ。

５．吾々の父は今日歸宅する、母はいつも父が好んでゐたやうな物ばかりを料理した。

６．彼は世間にも自分にも堅氣になると誓つた。そして金のある間は彼はおとなしかつた、それからしかし彼の財布が少し瘠せて來た、この瞬間をこそむしろ彼は男一疋がどんなものであるか一度彼の全ての朋輩に示さうと思つて待ち構へてゐたのであつた。

７．すると主筆自から私の所へやつて來た、そして私を歡迎した、かくの如き光榮は私の全く豫期しないことであつた。

８．醫者は彼にあらゆる運動を避けるべく嚴重に命じたこの事態は吾々全ての心配を裏書するものである。

９．障害克服の第一歩は成程その障害を知ることにある、しかしこの第一歩は暇を持たなくては不可能なことである。

10．何故國家は失業市民に支拂ふ巨額の金で彼等を直接給養しないのであるか、かゝる手段は非常な節約となるであらうが。





151　注意事項【２】扶持がきかせるお爲め口（そのパンを我れ喰ふ、その唄を我れ歌う）［wes は wer の二格］。心の中に滿つることが言葉となつて口に現れるのだ［wes は was の二格］


☞ wer, was ２．甲に都合のいゝことは乙に都合がわるい。

☞ alles, etwas, ...... ３．彼のやることは何もかも私の氣に入らぬ。４．彼にはどうもほめられない點が澤山がある。６．僕はつまり君がどうしても言はぬそのことを知りたいのだ。

☞ wer ...... ３．潔白な人間は人をも潔白なものと思ひがちである。

☞ was, alles １．いやしくも脚のあるものは［猫も杓子も］街路上に飛び出す。２．人は皆右往左往し、逃げまどひ助けまどふ。３．屋内も屋外もねしづまつてゐた。

☞ was は「凡そ──なる限りのもの」

１．それではこれが、お前の精一杯か？

２．人生をして始めて人生らしくするところの全ての甘美なるものが私に禁ぜられてゐる。


☞１．僕が此處に持つてゐる限りの金は全てお前がとつてよろしい。


２．私はこの決心を固持し、そして、およそそれに依つて生ずる限りの苦惱を耐え忍ぶだけの勇氣を持つ。

３．彼に缺けてゐる青春の力を彼は判斷の鋭さでもつて補ふ。

４．私の幼時が私に齎らした悦びと悲しみの全てを、それ以來とうに忘れて了つた。

５．彼女が嘗て聞いたことのある限りの眞夜中の怪談が全て彼女の記憶の内に目覺めて來た。［前置詞を用ひぬ場合］１．そんな罰を受けるやうな何を一體私がしたのだ。２．お前の中にある善なるものと高邁なものの全てが沒落した。





152　　　３．彼の言ひ分にも何處か尤もな點があるにちがひない。


和譯P.128　１．人は望んでゐることを信じたがるものだと獨逸の諺が云ふ。


２．吾人は衣服、靴、書籍その他吾人に屬する全ての物を大切にしなくてはならぬ。

３．父に於て默せしところのものがその子に於て顯る。我往々にして伜がさながら暴露されたる父の祕密なるが如きをみたり。［例へば謹嚴な牧師の子に稀代の道樂息子が出來れば、もつて親父の内的生活に如何なる程度のなまぐさ根生が生殺しになつてゐたかが解る等］。

４．私が今、私が嘗て受けた限りの侮辱、恥辱、輕蔑、憎惡、虐待を考へ合せると──どうして私がそれに耐え得たか、われながら不思議なくらゐだ。

５．あなたは今即刻家へ歸つて、貴方が私から受け取つた限りの手紙を早速全部お燒き捨てなさい。

６．一度的に中たつたからとて、それ位のことでは到底名射手とはいはれない。

７．老紳士はロイド眼鏡をかけて、自分の前に大きな古い本をおいて、それを熱心に讀み耽つてゐた。

８．私は只私が放置しておけないことをやつただけである。だから君は僕を少しもほめることは要らない。

９．吾々はこの教授の講義をもはや聽かうとは思はない、如何となれば、この人の言ふことはどの教科書にも書いてあるから。

10．私はこの作家の著作には特別な執着を持つてゐる、なんとなれば、彼は人を深く考へさせるところの多くを云つてゐるからだ。［einen ＝ man］





153　　　１．お客樣がその場でお支拂下さらない場合には、手前共の方では内金を頂くことになつてをります、もつともその場でお支拂になるやうなことはまづめつたにございませんな。


２．彼女は簡單に顛末を物語つた、彼はそれを聞いてすつかり考へ込んで了つた。

３．彼はただちに家へ急いだ、その際彼は勿論彼のステッキを置き忘れて行つた。

４．彼は急いでゐた、そしてこれは彼によくあることだが、ステッキを置き忘れたのであつた。

５．彼は、それは彼の習慣であつたが、裸で寢床に横はつてゐた。

６．死せる民族は、その精神がまだ生きてゐる際には、これは例へばギリシヤ人に關しては誰も否定はしないだらうが、現在生きてゐる民族同樣に各國民間の友交交易の中につながりを持つものだ。［wie dies は Geist が lebendig なことを指す］





154　　　　本質とは何ぞや？　本質とは、或る物が、依つて以てその物たる所以の點である。





和譯P.131　１．翌日男爵は豫め約束しておいた訪問をなした。


２．皆は喋り、喫煙しながら、近所の酒屋からとつて來てあつた新鮮な麥酒を呑んだ。

３．彼是する間に吾々の工場の施設を視察し了つたお客が、この瞬間再び部屋の中へ入つて來た。

４．學期の最後の日に彼女は彼の所へやつて來た、彼は自分の方で彼女を誘ひに行かうと思つてゐたのであるが。彼女は一つ凶報を受けたのであつた、そして出來るだけ早く彼にそれを告げるやうに云ひつかつてゐたのであつた。

５．妹の顏を一目見ただけで萬事を知るには充分であつた：母は死んだのだ、彼の來方はおそすぎたのだ。

６．その前日約束した通り、その友が來た時は、まだ晝飯を喰べてなかつた。

７．二人の婦人はその自動車をある菩提樹の蔭に乘り捨てて、草原の上を散策した。

８．將來この妻を娶る者は世界第一の幸運兒であるといふのが一般の聲であつた。そして今や彼は愈〻その問題の男になつたのだ。

９．かう云つた後彼は私の答も聞かずに急いで部屋を立去つた。

10．ドクトル・ピヒレルは旅行中に、嘗て自分が手術してやつた男の小さな娘に出逢つた。





和譯P.134　１．君はその本を終まで讀んで了つたら、私に返すだらうね。


２．そして裁判官が君の勝利を宣言するだらうその嚴肅な瞬間に、君は君と君の家族を破滅に陷入れて了つてゐるだらう［裁判に勝つて費用倒れになることをいふ。］

３．彼は財布を落したとこぼして「十マルク借せ」と私に云ふ、「財布を再び見つけたら、きつと金は返す積りだ」と。

４．この若い人達は、いづれ凡そ人間が當然經驗せざるを得ないところの事柄を經驗して了つたら、彼等の愚劣さを悟るであらう。

５．お前達が一所に教會に行つて、牧師がアーメンと云へば、それで、天下晴れての夫婦になつたのだ。





177　　　７．この鬼婆奴、地獄へでも下りをらう。８．［所謂海へ山への意］





和譯P.142　１．夜間忍び寄る敵を鐡條網が喰ひとめる。──


２．吾々が敵の塹壕眞近に迫つた時、ある砲彈坑［漏斗形をなせるより］の中から黒い影が立ち現れた。──

３．中隊は默々として號令を待つてゐる。號笛一聲、中隊は［塹壕から］飛び出す。

４．彼は前後左右を窺つてそして遂に一つの彈砲孔を發見する。彼はその中へ匍ひ込んで、深くホツと息をする。──

５．飛行機が一寸の間彼等の頭上を旋回する、それから爆彈が一つ落ちて來る。６．［不要、削除］





和譯P.144　１．ライプチヒに滯在してゐる間、私は毎晩若い友と散歩に出て、この町のあらゆる名所を見物した。


２．彼は以前はとにかく健全なる常識のあの種の分量が備つてゐた、しかし年齡と共にそれは全く失はれた。

３．下手な商賣振りが危機をもたらすことは避けがたい、そしてそんな營業は間もなく滅びる。

４．彼は今や父の事業の失敗を整理するといふ思ひ切つた工作に着手する。

５．資本主義的國家秩序の解消は成程極めて徐々にではあるが、しかし確實に歩一歩と進捗してゐる、此の點は吾人の如何ともする能はざる所である。

６．彼はそれには危險が伴ふことを知つて、仕事にとりかゝることを躊躇してゐる。

７．彼の云ふことを眞面目に受けとることに私が躊躇するのは當然だ、そして私はそんなことは絶對に成立し得ないといふ私の主張を捨てない。──

８．彼は自分の仕事の現状を知らない、そして相變らず無我夢中である。若し他日正氣づくことがあれば、彼は自からと、自からの家族とそして全てを亡ぼしたことを發見するであらう。──

９．彼は狐の如く狡猾である、彼が若しひよつと何處かに地歩を占めることがあれば、彼はたゞちに、その全ての地面は法律上［當然］彼の所有に屬することを證明すべき百の理由を見出すだらう。［zehn は單に數多きことを云ふ］

10．するとこの家の主人が自から入り來つて、私に握手をし、私を親愛なる同僚と呼んでから、お掛け下さいと云つた。





179　　　　辯士は、斯くする中にもはや許されてゐる十分間が過ぎて了つて、まだ他の辯士が發言したがつてゐたので、議長の督促に應じて、まだ云ふことは澤山あるがと云ひながら演説を中止した。





182　　【１】１．一通り通過する。私は大病に罹つたことがある。２．逸走する。馬は騎手を乘せたまま逸走した。３．旅行して通過する。私はただ一度この町を旅行して通つた。４．駈け拔ける。かうなつてはもう外の道が殘つてゐないので、彼は斷然走つて突破する。


【２】１．貫徹する。彼はその意志を貫徹する。２．しみ通る。厚い毛皮にもかゝはらず寒さがしみ通る。３．燃え透る。戀の焔が燃え通る［戀はすぐに色に出る］。４．終まで持ちこたへる、彼の主義が貫徹する。

【３】１．敷詰める、うづめる。彼はその記事をいろんなあてこすりでうづめる。２．駈け廻る。商船や軍艦が縱横無盡に海を駈け廻る。３．彼は隣近所をやたらに問ひ廻る。４．彼は隣近所を一順問ふて廻はる。

【４】１．ふざけて明かす。吾々は一晩中與太り通した。２．騷いで送る。夜ぴて歡樂に耽る。３．あゆみ横切る。彼は廣間を歩み横ぎる。４．私の自動車は町中を走り廻る。

【５】１．彼は歩み通る。２．彼は部屋を歩み通る。３．寒氣が浸み通る。３．寒氣が服を通す（現在完了の助動詞は［自］sein,［他］haben）［自］Die Kälte ist durchgedrungen.［他］Die Kälte hat das Kleid durchdrungen.

【６】１．彼は壁を破つて大きな穴を開ける。彼は敵の線を突破する。２．勇敢な雀が部屋をを飛び拔けた。彼は手紙を一渡りさつと見る。





184　　【１】１．移る。彼は敵側に投じた。２．渡す。船頭が私を向側へ渡す。３．溢れる。彼の目から涙が溢れる。４．溢れる。河が溢れる。


【２】１．彼は小説を飜譯する。２．彼は法を犯す。３．彼は事柄を誇張する。４．彼は問題の點を看過（或ひは默過）する。

【３】１．［自］彼は敵側に移る。［他］彼は最も重要な點を見逃す。２．［自］樽が溢れる。［他］水が野畑を沒する。（現在完了１．［自］Er ist zum Feinde übergegangen.［他］Er hat den wichtigsten Punkt übergangen. ２．［自］Das Fass ist übergelaufen.［他］Das Wasser hat Feld und Wiese überlaufen.）





185　　【１】１．裏向ける。私は掌を飜す。２．くつがへす。舊い社會秩序が覆へされる。


【２】１．古い塀が墓地を圍んでゐる。２．回避する。人は法網をくぐる。





186　　【１】１．太陽が沒する。２．つつかいをかふ。人はこの樹に一本の太い杙棒をつつかふ。


【２】１．に服する。彼は好んで危險に赴く。２．彼は言行をもつて私を支援する。





188　　【１】１．街路に跫音が反響する。２．海は空の紺碧を反映してゐる。


【２】１．それは私の趣味に逆ふ。２．彼は自家撞着してゐる。





189　　【１】１．容器が一杯になる。２．私はコツプを滿たさうと思ふ。





和譯P.148　１．この國は極めて面白い、しかし私の樣に只一度限りの旅行で、しかも飛行船で通つたのでは大して語る程のものも持たない。


２．彼は至る處へ行つた、彼は全地球上のあらゆる方向にその足跡を印した、そして今や吾々にその旅を物語る。

３．この富裕なユダヤ人は病で死んだ、そして彼の子女に、彼がその全生涯を通じて貪り集めたところの莫大なる財産を殘した。

４．私の同僚は、如何なる點でも私に及ばない愚物にすぎない。ただ飮むことでは私を凌駕する、否彼はその點ではそもそも全僚友の上にある。

５．彼はとうから私と交際したがつてゐるのだが、彼とつき合ふことは私にとつては好ましくない、私は彼と顏を合せる機會を常に何んとかして回避して來た。

６．彼はゲーテのファウストの邦譯を企てた、しかし彼は間もなく、それは彼の力量以上であると見て取つたので、中止せざるを得なかつた。

７．犬は何でも主人の所へくはへて持つて來るといふ本能を持つてゐる、といふのは、君が棒切とか又はそんなものを水の中へ遠く投げると犬はきつとそれを持ち返る。何度繰返しても同じことをする。

８．彼は兵士である、そしてまた兵士で終る積りでゐる。山々が大砲の響にこだまするやうなときは、彼がその生き甲斐を感ずる時だ。［in seinem Element 得意の境地にある］

９．此の藝術家は十年間も只一つの像の制作にとりかかつてゐた、日夜、絶間なく。そして、いまだ彼の畢生の作を完成するに至らずして死んだ。

10．將軍は全戰線を驅け廻つて兵士に一人一人呼びかけ彼らに神と祖國のために英雄的犧牲的戰死を遂げよとはげます、そして彼の鋭い聲は戰場のどよめきの中に響き渡る。





192　　　１．この男はこれでなかなか偉いんだよ［großes Tier とは、權勢あり有名なる人をいふ、所謂大した代物］


２．そんな積りは毛頭ございません。３．そんな場合にはまだ出喰はしたことがありません。４．その點なら彼に充分信用がおけます。５．その方面の心配は一向ございません。





193　　【１】２．いつもその日働きをしてゐる身であれば、その日暮しになるのも無理のないことではあるまいか。


３．今に見ろ、其奴の頭を俺は斧で眞二つに叩き割つてやる。

４．此の人達は一向頼りにならない。斯ういふ人達は別に我々の邪魔にもならず、また益にもならない。


【２】１．私は義務のそれ以外には何等の掟にも服しない。


２．私の決心は決まつてゐる、が私の父のそれはまだぐらついてゐる。

３．神の愛は父のそれと同樣にこまやかである。





194　　【３】１．私は、お前がよく知つてゐるその男の息子だ。


２．私は、お前をも胎内に宿したその女の息子だ。

３．私は、全ての人が知つてゐる人達の息子だ。

４．彼の衣類の大部分と彼の子供達に屬するその半分通り。


【４】１．私の辯護人と私の相手の男の辯護人との交渉の結果示談が成立した。（haben ハ hat ノ誤）


２．私は心配してゐる、お前の件もさうだが、お前の兄弟のそれのためにも。

３．彼は以前の同盟者ではなく新しい同盟者を見出した。

４．彼女はよく昔のことゞもを、特に學校時代のそれを思出す。





195　　　１．彼女の夫は極度に嫉妬する。例へば誰でもものゝ十五分も彼女と二人きりでゐたとなると、早速彼は彼女に喰つてかゝる。


２．彼は既に二三人に嫌疑をかけてゐる、彼はあの男ではないか此の男ではないかと云つた。［bei ihm は「彼のもと」ではなくて「彼の腦裡では」の意］

３．そんなことは毎日の樣に起る。新聞は毎日、斯く斯くの場所で誰某氏の自動車が、なん才かん才の子どもを轢いたと報道する。





和譯P.154　１．私は、今回の戰爭中に、物事を偏見なしに見て全てのありきたりの考へ方を忘れるとか或は少なくとも吟味反省することを覺えたところの人々のために、そしてその樣な人に就て語らうと思ふ。


２．ところで僕はほんの一つお願ひがあるんだが、それは内緒でないと云ひかねることだ。

３．新聞はベルリン在住のフランス人に對するベルリン市民の不法、暴行を報じてゐる。警官は當人達自身の安全のためにフランス人達を拘留せざるを得なくなつた。

４．馬鹿や阿呆に對しては己が賢明なる所以を明かにする道は一つしかない、してそれは吾々が彼等と全然口をきかないといふことだ。

５．この劇作家が登場させる人物はそろひもそろつて辯舌さわやかな人達のみで、かつ行動の動機をとてもまことしやかに述べ立てるものだから、見物の方では大抵の場合一番最後に喋つた人物の方に味方して了ふ。

６．この概念は決して四角な圓といつた樣な意見に於て矛盾するわけではない。

７．彼の力は巨人のそれであり、彼の勇氣は獅子のそれであつた。

８．ギリシヤ本土の住民の民謠と島嶼地帶のそれの民謠とは根本的に相違した特徴を持つてゐる。

９．私はお前の脅迫もお前の一味の脅迫も何のそのだ。

10．ある悲劇的體驗から女性全般を忌み憤つて近づけない絶對的な女性の敵、そんなものは只小説に出て來るだけである。





196　　【２】１．吾々はこの眞相を明かにする手段を發見するだらう。


２．吾々はこれに善處する手段を發見するだらう。

３．吾々はそのことを成し遂げる手段を發見するだらう。


【３】３．では、吾々の間に起つたことはもう言ふまい：さつぱりと水に流さう。［Schwamm は海綿で作つた黒板拭を言ふ。Schw. darüber とは Streichen wir mit Schwamm darüber!］──あいつの云ふことにはやはり本當なところがあると思ふ、私はそれを信じないわけにはいかない。Das regnet! こいつはひどく降るなあ。





和譯P.156　１．人はいざといふ場合には自分の所有物を破壞しても差支なからう、如何となれば、所有と云へば吾人はある物權に對する、それを破壞する權能をも含めた全幅の支配權を考へるのが常だから。


２．これなどは實に下らない樂觀主義であつて、如何なる事實もそれを裏書しはしない、この點に就ては後に再び述ベるであらう。

３．それとそして何等かの意味に於てそれに關聯する事柄が社會學の對象である。

４．哲學は、他の諸科學が自明の事實として、その本來の目的を追求するためには前提とせざるを得ないところのそのものを特に取扱ふ。

５．著者はスペースを節約しなくてはならぬ、從つて既に他者が云つて了つたことについてはもはや呶々の言を費したくない。





197　　１．乞食が貧乏詩人に出合つた、さうするとこの詩人は乞食に施物を乞ふた。［dieser, jener ノ區別ヲ明瞭ナラシメルタメワザト奇拔ナ事實ヲ擇ンダノデス］


２．彼は知らない女に話しかけた、彼女は驚いてふり返つた。

３．夫と妻が自分達だけになると前者は後者に向つてどこか惡いのかと尋ねた。





198　　【１】solcher hohe Gast は斯くの如き hoher Gast であつて solcher は Gast のみではなく hoher Gast 總體にかゝります。然るに solcher, hoher Gast（Komma と hoher に注意！）となると solcher Gast であり hoher Gast である、即ち二つの形容詞が別々に名詞にかゝります、──第二表の solcher, uns allen w. Gast は後に述べた方です。


【５】１．風邪そのものは大しておそろしくない。［「風邪そのもの」＝ Erkältung als solche 又は Erkältung als Erkältung 又は Erk. an und für sich］


２．人は妻に欺かれた夫共を輕蔑する、自分自身でさう（その一人に；自分自身でそれに）なるまでは。（人ノ事ダカラ笑ツテヰラレル）。

３．醫者は彼に二三ヶ月南フランスで暮すことをすゝめた、彼はしかしそれは（そんなこと、そのやうな贅澤）は彼の金力には及ばぬと返答した。

４．彼女は私と私の兄弟を博士と呼んだ、私の兄はほんとにさうなんだけど、私はしかしさうではない。





199　　１．今晩私は公に演説しろと云はれてゐる、これは何んと云つても選擧などゝいふものゝ習慣だ。


２．「彼はお前にきつと何か遺産を殘すだらう」と叔父ウルリヒは彼女に云つた。


「さあどうでせうかね、ウールリヒ叔父さん！」と彼女は嘆息した「金持と偉い方とかいふものは、何んと云つても皆利己主義者なんだわ」





和譯P.159　１．このビルデング［Haus はよくビル、アパートもしくはデパート等を指す。］の三階に最新型のマルキストと古臭い哲學者が住んでゐる。哲學者の方はいつも貧乏だがマルキストは大金持になつた。


２．合同運動といふ奴は所謂民族の自由運動とは全然別な特質をもつてゐる。後者はいゝ氣持な浮れ氣分で始まるが、前者は多少たりとも物になり相な運動なら、合同の最も合理的な形式は何んぞやといふ極く地味な問題に向けられてゐる。

３．健康程有難いものはないと。たとへ健康を持つてゐたところで本當の使途を知らない人々の信仰第一箇條がこれである。

４．俺は偶然ここに居て、俺の不利益になるやうなお前の云草をすつかり聞いて了つた。やい、貴樣にきくが、何の權利があつてそんな惡口を云ふのだ。

５．哲學を研究することは決して不合理な不可知な世界を合理的、概念的な世界に換へることなど［etwa］ではなくて、むしろ世界の超合理的な一面に對する感じを鋭どめ、不可知のものは不可知とし祕密は祕密として己も體驗し又他にも體驗せしめることである。





201　　　１．大衆はたゞ恬然として誰憚らず出鱈目を云つてのける樣な民衆指導者の言にのみ信を置く。


２．人はただ斷乎たる行動に出る人物を信頼する。

３．私は義務のそれ以外の何等の掟にも從はぬ。





和譯P.161　１．大宣傳をするところの企業にのみ信を置くといふ、これが即ち一般人の許すべからざる無智である。


２．名詞の位置にその代表として立つところのその語を代名詞と呼ぶ。

３．如何なる眞理と雖も、それを認めるところの人々、或はより適切に云へば、それを認める意思のある人々にとつてのみ妥當である。

４．私はかうみてゐる、即ち人はそもそも常に最も理解するところの少ないものに關しても最も素晴しい與太を飛ばすものだ。

５．生涯一人の女の持つ魅力を歎賞せざるを得ないとなれば隨分退窟なことだが、若しそもそもいまだ嘗つて彼女が持つたこともない魅力を歎賞してゐなくてはならないとなると猶更退屈なことだ。［況んや美しからざる妻君をやの意］





202　　　１．吾々の子どもは嘗て吾々がやつた同じ愚をまた始めからやり直す。


２．あいつはちつとも昔と變らないね、フランツの奴は。［gut は多少馬鹿にした愛稱である］


【１】１．國家が教會を支持すれば、教會も亦國家を支持する義務があるわけだ。（ihrerseit sauch ハ ihrerseits auch ト訂正）


２．彼は大統領自身ではなく、その代理人と面會したに過ぎなかつた。


【２】１．英語とドイツ語は同一語系から發してゐる。


２．英語とドイツ語は同一系統に屬する。

３．印度歐羅巴人種は源は同一種族であり同一言語を使用してゐた。


【３】１．ゆるゆる急げとドイツの諺は云ふ。同じことを意味する日本語に於ける好一對は何んといふか。





208　　　11．Dietrich 合鍵


von, durch, mit の差はほゞこの頃に述べた方針に從つて使ひ分けるといふ意味で、その使ひ分けにはかなり微妙な語感を要しますから、ある具體的な場合を捕へてこの場合は必ず von だ、或は durch だ等と斷言することは危險です、大體の據り處を示したものと思つて下さい。





209　　　１．彼は善美なりし往時を述懷する［想ひ起す意味もあれば：又この方がむしろ普通ですが、追懷的に言及する意味もあります］


Man tanzt，に就て：必ずしも「誰かが」踊つてゐるの意のみならず「皆が」「吾々が」「私が」「お前が」etc. の場合にも用ひることに關して注意を喚起されたし。


P.166　　１．Die Kellertür wird vom Koch aufgeschlossen.


──コツクが地下室の戸をあける。


２．Sein Name wird überall genannt.


──どこへ行つても彼の名を耳にする。


３．Eines Tages werde ich von einem längst vergessenen Jugendfreund aufgesucht.


──ある日久しく忘れてゐた竹馬の友が私の所へやつて來た。


４．Der Sohn wird von dem Vater mit einem unerwarteten Geschenk überrascht.


──父が子息に思ひがけない時に思ひがけない贈物をする。


５．Es wird heute den ganzen Tag gearbeitet,［den ganzen Tag ガアルカラトテ Heute wird der ganze Tag gearbeitet. トスベカラズ］──今日は一日働く。


６．Das Geschäft des altersschwachen Vaters wird von dem (durch den) Sohn geleitet.


──息子が老衰した父の代りに店をあづかる。（或は事業を指導する。）［ワザワザ Geschäft トイフト大抵營業、店舖ヲ指シマス。］


７．Eine mustergültige Weltgeschichte wurde von dem berühmten Universitätsprofessor geschrieben.


──有名な大學教授が模範的な世界史を書いた。


８．Der Talgrund wird von einem Waldstrom durchbraust.


Es wird der Talgrund von einem Waldstrom durchbraust.

──溪流が谷底をざわめき流れる。


９．Der Müßiggang wird von unserem Lehrer verdammt.


──吾々の先生はずぼらはいけないと云ふ。


10．Es wurde gesegelt, gerudert und geschwommen.


──或はヨットを操り、或はボートをこぎ、或は泳いだ。





和譯P.166　１．アダム・スミスの説は、人間の行爲は全て利己主義の命ずるが儘に行はれるといふ例の有名な前提から出發してゐる。


２．レマルクの映畫「西部戰線異状なし」は一再ならず政府委員によつて上映を禁止された。

３．一國民の一致結束は、擧つて死地に赴くといふ際に於て最も力強いものである。

４．思惟や認識が行はれる場合にはあらかじめ限界が劃される必要がある［定義のことを云ふ］。限定［定義］無しに思惟に何んの據所もなく、第一認識などは成立しない。

５．彼の大規模な計畫の實行は只一つの偶發事に依つて妨げられたに過ぎない。


P.168　　１．娘や、心配することはないよ、私がお前さんの夫と話してみよう。かうした世間的な人物といふものはいつの時代にも私達女の意の儘になつて來たものだからね。


２．第一に重要なことはそもそも着手することが出來ることだ。まづ一たび筆なり鍬なり手にとつて最初の一筆なり一鍬なりをおろして了へば仕事はずつとずつと容易になつて來る。

３．大衆が藝術を引下げると一般に主張されてゐるのは正しくない、藝術家が大衆を引下げるのである、そして藝術が衰微した時代には必ずそれは藝術家に依つて滅されて了つたのである。

４．本邦では、未だ嘗て古い憲法を再吟味し近代的事態に適合させる試みが爲されたことがない。

５．人間の徳は、それが習慣になつて了はない間は確かな所有ではない。［solange sie nicht zur Gewohnheit geworden ist］





211P.170　☞３．遂に示談といふ所まで行かなくて、彼は結局被告といふことになつた。


４．彼は正座したまゝ悚然と感動に打たれて了つた。


☞１．部屋は掃除したのだが、ちつとも掃除したやうに（綺麗に）なつてない。馘になつて了へば、結局馘（失業）だ。


２．［ausbauen 充實する、完成する、擴充する、abbauen 緊縮する、淘汰する、馘首する］

３．ピアノはたつた今調律（し）たばかりなのに、もう音階が狂つてゐる（あたり前でない）。





212　　　１．私の樣に度々手術を受けると遂には少しも怖しくなくなる。


２．いつ貴君は入學許可されたのか？


備考：　若し Wann sind Sie immatrikuliert? と問はれたら、意地惡く出ようと思へばわざわざこれを worden の省略を見ずに前項に述べた完了状態と誤解した振りをして Jetzt!（今在校生です）と答へることも出來よう、けれども問ふた人にしてみれば今在校生（状態）はわかり切つた話で、實は入學した期日を問はうとするのです。これで210項と212項との差が解りませう。





213　　　１．此の樣な重大な處置は充分考慮される必要がある。


２．私は小さな子どもを四人持つてるが、こいつらも皆なそれぞれ手がかゝる。

３．かういふ機微な關係はよほど愼重に取扱ふ必要がある。


P.171　　１．觀衆は娯まされ感動させられることを欲する。觀衆が慰安を欲してゐる際に努力など要求すると彼等は不滿足である。





214　　　１．彼は博物館に行つた、入場した、廣間をいくつも通り拔けた、そして二階に着いた。［以下すべて状態語法は、日本語では必ずそれに該當する動作語法を用ひないと日本語として妙になります。］


２．彼は足を滑らした、よろめいた、キヤット云つた、前へのめつた、そして地面に倒れた。





和譯　　１．既に此の夏仕事は始まつた、まだしばらくはかかるだらうが結局立派な建物がたつだらう。


２．彼にとつては、階段を自分の部屋へ昇つて行き、戸を後にしめてさて、愈〻自分の身體が自分のものになるといふ瞬間程有難いものはなかつた。

３．獵區Ｘに於ける野猪狩りに於て、ある山林學生が野獸の追跡中に地面に倒れた。その際彼の銃が發射して、彈丸が仲間の背後から胸の中へ通貫した。後者は其場で死亡した。

４．「水！」これが彼の發し得た唯一の言葉であつた。一滴の水に彼の生命は懸つてゐたのである。仲間は水を持つて來て、彼の顏に水を浴せ、彼に飮ませた、かくてドクトル・バールトは助かつた。

５．すると一人の綺麗な少女が彼の前にやつて來た。彼女は一寸おぢぎをして、彼にバラの花を渡した、そして、彼が彼女に禮も云ひ得ないうちに、再び人込みの中に紛れ去つた。

６．人々は長い間彼を待つてゐた。彼は來た、彼等に云ひたいことを云はせ、それをぢつと聽いた後、ちよつと考へて、それから手紙を二三書くと、それで問題は片づいた。





215　　　Ａ．der alte (Strauß) Ｂ．der Alte（例の老人は）





和譯P.175　１．人は時代の變轉を感じ、そして其の背後に常住不變の永遠性なるものを感ずる。


２．お孃さん、あなたの將來の幸福を祝して乾盃［盃を打ち合せる、anklingen とも云ふ］することをこの見知らぬ［私に］お許し下さい。

３．凡そ吾人が人腦の營みを把捉するところとして又しても結局個々の事象、從つて有限者を手にせざるはないのである。全體を把握し、況んや概念で表現する等に至つては到底不可能なことである。［wo wir は wo wir auch, wo wir immer（例へどこで……しようとも）──解釋：精神活動（學問、宗教、藝術、政治、交際）の野は廣い、何處を wo 把へ packen てもそれは單なる一側面（Einzelnes, Endliches）であるに過ぎない。］


P.175　　４．現代に於ける本當の不幸者とは貧乏人ではなくむしろ失業者である。


５．議長は再三言葉を愼しめと注意した、しかしその議員は宰相を莫迦と怒鳴り續けた。［zur Ordnung rufen 議長が鈴を振つて一同もしくは辯士に何等かの注意を與へること］

６．全歐洲諸國家を打つて一丸とし、一つの共和國にするといふことは多くのドイツ學者の理想であつた。

７．この老人は再び無一文となつた、そして嘗て彼に好意を示したことのある昔の知己を二三訪ねた。

８．以前は、それはもう（schon）よほど金持で、うんと金を使ふとかそれとも官吏仲間に親類でもないと自分が官吏に（einer ＝ es od. ein solcher）なるわけに行かなかつた。

９．彼はある貧しい牧師の息子に生れた、學者となり失業者となり同時に狂人となつた、そして有名な犯罪人として果てた。

10．強慾者や我利々々亡者は他人をも彼等に對して業慾にし利己的にならせ、親友を失ひ、それに依つてわれとわが不爲めを招く。





220P.177　　　　──文例──


１．人間の頭腦の諸活動はその大規模なる關聯に於て悦ばしき總體を構成してゐる［ein erfreuliches Ganzes 宗教は法律の基礎をなし、法律は宗教を保護し、學問は宗教と對立し、この兩者をまた哲學が結びつける等々、精神界の全野を見渡せばその規模の廣大なる、その各領域の各〻相異れる、これを總體として見渡すときは實に百花燎亂の趣がある］

２．私は貴君に目新しい重要事を告げなくてはならぬ。

３．大臣は多數の有名な專門家を招致した。

４．數千の獨逸捕虜はまだ國外に殘つてゐる。





221　　　　　　　──文例──


１．我々獨逸人は神を怖るゝのみ、それ以外世の何物をも怖れない［Bismarck の言］

２．意譯：人間は結局お金を追かけ、お金に執着するものなのだ、あゝ我々貧乏人よ──金の世の中、金あつての世の中、妾達貧乏人はつらいわね。（Goethe, Faust）.

３．さあ大變！誰が貴樣のやうな馬鹿野郎に俺の祕密を洩したのだ？［Unglückseliger ＝ Elender あさましき者よ］





222　　　　　　　──文例──


１．彼は偉いことを企らんでゐる。

２．西部戰線異状なし（同前）

３．彼は私に、どんな重要なことを告げるかと思つたら、ごく何んでもないことを告げたに過ぎなかつた。

４．これ實に或る掛け替へのないものの損失を意味するものと云ふべきだ。


☞１．私はお前に別に一寸話したいことがある。


２．私は眞に自分で經驗した事以外は何も物語らない。


☞１．彼は蔭で私の惡口を云つた。


２．新聞記者と雖も時には嘘を書いたことを悔む場合がある。





223　　　１．諸君、君達の方では何か變つたことがあるか？［Kinder は必ずしも子供達に非ず］


２．俺が一體どんな惡いことをしたからと云つて、まるで殺人犯人の樣に逃げ隱れする必要があるのだ。［um ...... verbergen? ＝ dass ich mich gleich einem Mörder verbergen muß?］

３．お前は、俺の力で出來る以外の何を俺から要求しようといふのだ？

☞反語中の alles, nicht alles

１．あすこでは何んだつて片端しから批評されて了ふのだからたまつたものではない。

２．やれ、やれ！世の中といふ處は何が起るか解つたものぢやない od. 世の中には色んなことも起れば起るものだなあ。直譯：やれやれ！何が凡そ（alles）この世に可能でないか［何んでも可能だ、どんな突飛なことでも起り兼ねない──反語としてならば nicht を入れるし、間投文としてならば nicht を除くのが論理ですが、御覽の通りの「反語的間投文」には入れることもあり入れないこともあるわけです］

３．この二三百年來、吾々の社會生活は何んと散文的現實的かつ物質的になつて了つたことよ！





224P.179　am besten 最もよく（及び am kleinsteņ am größten etc.）


aufs beste 最もよく、出來るだけよく（及び auf schönste, aufs eiligste, etc.）

im folgenden 左に、次に［述べるところの……］

im ganzen 大體に於て、概して

im früheren 以前、曩に、前に（früher に同じ）

im übrigen 因みに、但し（übrigens に同じ）

vor kurzem 曩日、最近

von neuem 又もや、改めて

in kurzem そのうちに、最近

im wesentlichen 大體に於て

seit langem 以前から、ずつと

von langem her （同前）

nicht im geringsten 毫末も［……しない］

nicht im entferntesten （同上）





和譯P.179　１．この婆さんは戰爭のためにすつかり逆上してゐた。今にフランス人が攻め寄せて來るとか、今に食糧品が缺乏するとか、そんなことばかり話してゐた。


２．人間の心といふものは、實に千篇一律のやうでゐてしかも又とても複雜した物である。

３．小さなリーゼは片眼をキュツと細くした、彼女は何かいたづらを思ひつくと、かうするのが癖であつた。

４．この小女が泣きやまない乳呑兒をなだめようとする樣子には何處かお母さんのやうなところがあつた。

５．成程彼は勘定書や手紙は滿足に書いた、しかしその物腰には商人的飛躍（景氣のよさ）、手腕、お愛想、人づきのよさと云つたやうなものが全然なかつた。

６．彼の樣な經驗を積んだ男からは必ず爲になることが澤山學べる。

７．二流三流の戲曲すらも一流の顏觸れで固めると、見違へる程品がよくなつて、本當にいゝものになることがある。［Stück ＝ Theaterstücķ Besetzung 英語 casting role 配役、Kräfte（主として複數を用ふ）＝ Personal, Mannschaft 一座、一行、顏觸］

８．我々は自然界に於て或る物を決して個々別々な物としては見ない、我々は全てを、その前に、その側に、その背後に、その下に、或ひはその上にあるところの他の何物かと關聯して見るのである。

９．風俗習慣も又時代と共に遷つて來た。長い間の習慣は破棄せられ、新しきもの、往々にして又外來の事物までが取入れられて來た。

10．個々の點では勿論新法律はかなりの難點がある、しかし大體に於てそれは無難である。





225P.180【１】１．彼の行動の快適な方面。２．この方面の有利（Vorteilhafte）な點。３．近代社會生活の特質。


【２】崇高美；滑稽美；無限（無限感）；グロ；エロ；神性（聖の概念）





和譯　　１．この國に於ては、他の多くの國に於ける程、兵役の壓迫的方面に關する苦情を聞かない。


２．「健康程有難いものはない。」これ程屡〻聞かされる空辭はない、そしてこれ程人性の下劣な點、動物的側面を雄辯に物語るものはない。

３．ぢつと坐つて落附いて働けないといふことは、これが即ちこの事務生活なるものの不便な點である。

４．彼はこの討議のとりとめなさ、移り變りの激しさを充分感づいたにも拘らず、それでも熱心に傾聽した。［どうもこの議論は話があつちこつちへ飛んで、結局何のことを云つてゐるのやら解らないとは思ひながらも、云々。］

５．ベルリンに行つてウンテル・デン・リンデン街を散歩すれば現代獨逸の特色がほゞつかめる。

６．適法といふ件に關しては彼は確かな感じを持つてゐた、そして不快な不躾な全ては彼にとつて堪え得べからざるものであつた。［das Schickliche は was sich schickt und was sich nicht schickt で、「處置の當を得たるもの」「機宜に適する處置」の意、要するに das Bedenkliche（所謂〝どうかと思はれる〟こと）の反對と思へばよろしい。］

７．自由はたゞ夢の世界にあるのみ、そして所謂美なるものは今日では只歌謠の中にのみ華やかである。

８．純人間感（先づ人情、純情）が粗野、粗暴、邪惡、特に慘虐、不劣に抗して支配するところ、そこに神がある。［od. それが神の顯れである。］

９．そしてこの人達の話題の中心は何であるか？　つまらないことを話題にするのが低級といふのではない。つまらないことから出立して有意義な話題へと向上しないのみか、せつかく有意義なことを引きずり下ろしてつまらなく見せて了ふといふ點が下劣なのである。誰か何か内容のあることを云ふものが居ると、彼等はそれを御丁寧千萬にも適當に修正を加へて、これを先づ俗つぽいことに飜譯すると、それで始めて話が解るといふ人達である。──而して彼等の最も得意とする世界は個人批評である。

10．吾々が急進的なもの、革命的なものを嫌ふと、早速もう既成制度の味方（保守主義者）と呼ばれる。

11．崇高から滑稽へは只一歩であるとフランスの諺に謂ふ。［眞面目くさつてゐるもの程、うつかりするとすぐ滑稽に見える危險を孕んでゐる。］





226　　　１．彼の父は自分の身を愛する。［彼の父は彼を愛する。］


２．彼の文體は天下一品である。（sich gleich sein ＝ einzig in seiner Art sein）［彼の文體は彼にのみ獨特である（比類がない）。］

☞ 彼の父は彼そのものを愛してゐるので、決して彼の名とかそんなやうなものを愛してゐるのではない。ところが彼の新婦は、彼をたとへ非常に便利な金庫だと見ないとしても、精々一人の男として愛する位のものだ。［od. 彼の新婦は彼を高々男として、惡くすると都合のいゝ金庫とすら（gar）心得てゐるのかもしれぬ。］





和譯P.183　１．人間は生來怠惰である。人間は普通以上の何事かを爲し遂げるには自分自身に打克たねばならぬ。


２．人づき合ひは一つの術であつて、己自身を確かと手中に收攬するすべを心得てゐるといふことの證左である。［sich selbst in der Hand haben は、きまるべき時にはきまり、許すべきところには心を許し、笑ふべき所には笑ひ、泣くべき所に泣き、放縮自在、自分が自分でどうにでもなる樣に固く心をいましめてゐることである。── 一體ドイツ人は sich といふ概念を頗る哲學的に使ひこなして、日本語で一見堅苦しく幽玄に響くことが多い故、教師は再歸動詞の課の前にわざわざ再歸代名詞の課を設けた所以に想を致されて、學生をして或る種の微妙な表現に興味を持たせる如くに御指導下さい。］

３．彼は學生時代自分で自分の下男をつとめ、女中を勤めてゐたので、それに依て彼は一切の細かい家庭の仕事の詳しい知識を得てゐたのだつた。［sich ＝ für sich selbst（自分自身にとつて）］

４．クリスマスの頃彼は、自分自身からも亦彼が結びつけられてゐる一切の係累からも氣持をそらせたいといふ欲望にかられた。そして彼はウインタースポーツ場に出かけた。［von sich Abstand gewinnen 現在の自分を綺麗さつぱりと忘れて、所謂「氣持の轉換」を行ふことを云ふ。sich が現在までの古き自分である點に注意。］（猶 an die er gebunden war ノ an ガ落チテヰル版ガアリマス。）

５．見て視ず聞いて聽かず、只ぼんやりと夢の如くこの世をおくつてゐるものならばいざ知らず、いやしくも多少たりともあたりのものが見え、目先も利く人間であれば、ついでに己が内を省み、過ぎ來し方を省ることも必要だ。





和譯P.184　１．初生兒の生聲は、凡そ人間なるものの發する最初の聲である。


２．彼はその病める母にこの悲報を告げる決心がつかなかつた。

３．お前はまだ春秋に富む身だ、だから經驗ある者の忠言を卻けてはならぬ。

４．彼女の母は死んでゐた、そして彼は人が死んだ際に起る樣々な面倒事の世話を彼女にしてやつた。

５．彼は今や遂に最も困難な仕事を畢へた、そしてほつとして口笛を吹いた。





和譯P.187　１．經濟問題に興味を有する會員は毎水曜日に行はれる討論會に隨時參加する權利がある。──２．ドイツの青年がフランス革命當時陷つてゐた精神的状態は想像するに難くない。──３．この國では食事の際極く細い二本の棒切を用ひますか？──４．彼は決して新聞を讀まない、從つて最近我々の政界に起つた事柄に就ては殆ど何一つ知らない。──５．學童は、遲刻をした際には既に十分恥ぢてゐる；吾々教師はむしろ彼等を憐むべきであつて、罰すべきではない。





233　　　１．この本は極く樂に讀める。──２．此の品は賣れ行きが速い。──３．これはかういふ風に云ひ廻はす。──４．目前の不幸は凌ぎ易い。［tragen ＝ ertragen］──５．Die Krone wird nach ...... Hauses vererbt. ６．wird nach ...... Hausgesetzes geregelt.





234　　　１．此處は全く夢見心地がいゝ、（此處はぼんやりしてゐるには丁度いゝ處だ）、あたりも靜かだしするから。──２．この隅は全く坐り具合がよろしい。──３．教授が喋るのを聞いてゐると非常に寢心地がよいものだ。──４．アスフアルトの街路は特にドライブし心地がよい。





235　　　１．お前達はそれをおそらくそんな風に考へたのだらう。──２．彼はおそろしく己惚れてゐる。［彼は自分がよほど（wunder）大したもの（was）だと思ひ（bildet）込んでゐる（ein）。］──３．恐縮ながら只一つお願ひがあります。





和譯P.190　１．煙草に火をつける度に、彼の手は顫へた。──２．だが一日中其日のパンを稼ぐために奔走しなければならぬといふことは憂鬱だ。──３．老學者は彼の花嫁の寫眞を眺めんとて大きなロイド眼鏡をかけた。──４．彼女は富裕であつたので、つけ上がつて主人顏をしないやうな男を探すか、それとも── 一そ獨身で暮すかの何れかを擇ぶべく斷乎として決心してゐた。──５．貴君が歐洲滯在中莫大な勞力を費やして獲得なさつた知識は、遺憾ながら何の價値もありません。





238P.192【用例】１．あなた方男達は、どの方もこの方もまるでそつくりなのね。──２．吾々はお互に力を借りなければならないのだ。──３．この婦人達はお互に扶け合ふ。──４．この婦人達はお互に憎しみ合ふ。──５．我等はお互に義理をたて合つて死ぬ。





239　　　【用例】１．この人達はお互に攻撃し合ふ。──２．詩人達はお互にお世辭を云ひ合ふ。──３．人間はお互がお互を必要とする。（人間は相見互だ）


☞前置詞との結合……

１．二臺の自動車が衝突する。──２．各國は相互に交際する。──３．齒車は相互にかみ合ふ。──４．何も彼もごつちやになる。──５．空間に於ては萬物は相互に上、下、前、後、中間、横といふ關係にある。





244　　　ａ．彼は私を殺さうと思つたのだ。


ｂ．いや、彼はそんなことは思はなかつた。

ｃ．私は君に屡〻無心を云はねばならなかつた。

ｄ．全くだよ、どうして（そもそも）「ねばならなかつた」かだ。（必要もないのに無心を云つた事があるの意）





和譯P.197　１．聯邦内閣は閣議に於て、緊急令の發布を決しようとしたが、併し或る種の考慮からさうするに至らなかつた。


２．千九百五年には、我々露西亞人は感傷的理想主義的革命を試ると云ふ失策を演じた。我々はそれを血で贖はねばならなかつた。

３．どつちみち私はこの町に定住しなければならない。しかし今日までのところまだ適當な住居を見付けることが出來ないでゐる。

４．私はこの會の一員として、いつも自由に此處へ這入ることが許されてゐた。その權利が今たちまち停止されるとは、私が何か不正なことでもしたのか。

５．いや、貴方は思ひ違ひをしてゐらつしやる。當時我々の間に云ひ交はされた事をよく覺えておいでにならないのだ。我々はあの最後の決定で論爭をたゞ延期しようとしたにすぎないのであつて、決定的に解決した積りではなかつたのだ。





和譯P.197　１．私は何故か知らん、この人間が厭やだ。つまり好かないのだ。嘗つて彼を好いたためしもなし、今後とも決して彼を好くやうなことはないであらう。


２．彼は鐡のやうな意志を持つた男であつて、消極的なことは一切嫌つた。運命すらも彼の意思には從ふかと見えた、如何となれば、彼は未だ嘗て「ねばならなかつた」ことなどは一度もなく、たゞ「と欲した」ばかりである。

３．彼が未だ嘗て出來なかつたことを、他の人がしでかすのを見せつけられては、彼としては大していゝ氣持はしないだらう。

４．彼は勿論さうすることを許されてゐたのではなくて、どうせ見付かり、又見付かつた上は罰せられることを承知の上で敢行したまでだ。

５．貴方が只今仰せになつた、そしてそれが缺けてゐることを私の缺點としてお數へ上げになつたその點は、私は不注意から看過したのではなくして、たゞ故意に度外視したまでの話です。





245　　　５．注意事項【２】彼は本當ならば畫家としても音樂家としても、それどころか學者としても認められることが出來るところであつたのだ。





246　　　１．彼は彼自身の兄弟の家族を滅ぼさうとしたほどの冷酷無情な男であつた。


２．それがまさに、貴君が嘗つて一度も注意しようとなさらなかつた點なのだ。

３．政府がこの瞬間まで公表も自由を持つてゐたところの點は、勿論甚だ僅少である。





247　　　１．彼は即刻皇帝に引見されることを知つて、その心構へをする。


２．彼は、政府はその樣なことは公表しないであらうと私に保證する。





和譯P.199　１．これが、彼並びに彼の家族について私が聞知し得た總てである。


２．君は、僕の數次の警告にも拘はらず、事態を此處にまで到らしめてしまつたのだから、君の家庭問題はもう構つてやらないつもりだ。

３．彼の白状するところによると、機會がとてもすばらしかつたので、彼はそれを全然利用せずにそのまゝ見逃してしまふ氣にはなれなかつたのださうである。

４．輿論の要求は、暴力行爲を犯した者を除いて一切の政治犯人を釋放せよと云ふにあつた。

５．我々は最も傑れた二三の獨逸の劇場から、平面圖と横斷圖を取りよせて、それからもつともいゝ點を採り、缺陷ありと思はれる點を捨て、かくして多少人前に出せるやうな設計圖を完成した。





249P.201
☞　　　　１．彼は己が名を呼ぶのを聞いてハツと顏を上げる。


２．彼が店から出たときに、辻で號外と呼ぶのを聞いた。

３．私の父が君によろしくと云つてゐた。





☞　　　　１．彼は家に金庫を持つてゐる。


２．彼は私の原稿を抽出しに入れてゐる。

３．彼は腹に金鎖をぶらさげてゐる。

４．彼は指に婚約の指輪をはめてゐる。

５．彼は腰にサーベルをさげてゐる。

☞ Schnee schippen 雪を掻く





250P.202　注意事項【２】この件は既に疾くの昔に廢止になつてゐた。





251P.202-203　１．私は彼を既に數ヶ月前に知つた。


２．汽車は鐡橋の眞中で立往生してゐた。

３．彼はこの町でおなごりに最後の散歩をした。

４．腹がへるなら、乞食でもしに行きあがれ。［können には、ことに俗語では müssen と同樣の用法あり、即ち「……せよ」の意で。］

５．彼女は町の半分通りをドライブして廻つた。





252　　不定法＋ lernen は「追々と……するやうになる」或は「……出來るやうになる（können）」の意、hausieren gehen（行商して廻る）、leiern gehen（Leierkasten を奏で、流して廻る）、sitzen bleiben（落第する、嫁に行き損ふ、選に洩れる等々）、hangen bleiben と schweben bleiben は略〻同意（宙ぶらりんの状態を言ふ）。


１．君はなほ彼の言葉の深い意味が理解出來るやうにならねばならぬ。

２．これで貴君は私の力量が肌身にこたへたでせう。

３．母はたつた今、買入れに出かけました。

４．娘や、そんなにゆつくり構へ込んでゐると、嫁に行き損なつてしまひますよ。





253P.203　１．奧樣、貴女の眼には温い同情の涙が光つてゐるのがみえます。


２．彼は背後に木の枝がざわつくのを聞いたので、素破と跳ね起きた。

３．彼は、たゞ大都會のみが生みだし、且つ大都會を好ましいものにするところの或種の興奮に襲はれた。

４．沈默も時には術たることを失はない。しかし默つてゐるときが一番悧巧だと云つたやうな或る種の人々が主張してゐる程大した術ではない。

５．問題はいさゝか込み入つてゐる。この際は只根本的省察を加へて始めて解答發見の一助ともなるであらう。

６．只追々育つて行く若人達に對する温い愛のみが私の長年の教師生活の苦惱を和げる一助ともなつたのであつた。

７．子供を仔細に觀察すると、彼等の本質は大人のそれとは、たゞ自我意識の感受手段と表現手段との不完全さに多少の程度があるといふことのみに依つて區別されるといふことが解る。

８．我々は歴史的に條件づけられた社會に生きてゐるのだ。我々は誰も彼も、生れながらの自由な生のまゝの感じをもつて、老朽した世界の、それ自身拘束を有し、かつ同時に吾人をも拘束する力を持つた形式の内に適合順應する心懸けがなくてはならぬ。

９．娘の持參金を何の理由もなしに人に呉れてやるやうな奴は、娘の縁談が外れても敢て異とするに當るまい。

10．私は勿論こゝの當局が恐らくは千度も云ふのを聞いた：それはいまに出來る、それは必ずさうなる、あれもこれもそのうちにはいづれなんとかなると。ところがいくら待つても駄目だ、ちつとも出來ない、どうにもならない、なんともならない。

11．よくかういふ抗議をきく：假令詩人がどんなに理想を念頭に置いて仕事をしたつて、たとへ批評家がどんなに觀念に則つて批評をしたつて駄目だ。制約や條件に縛られてゐる實演藝術（音樂、演劇等々）は結局お客の要求を基礎としてゐるのだから。





254P.205　１．これは一體何んとしたことだ。

☞





255P.205　１．彼は云はんと欲する所は、至極簡單なのだ。


２．私はそのことを聞いたとき、殆んど倒れさうになつた。──彼の演説は私にはどうも氣に入らなかつた。未だどうも一向薪に火がつかない。


３．彼が獨裁官となつた只今では、彼の敵がどれも彼の友人であつたと主張する。──貴樣など見るも汚らはしい！お前のやうな奴は、知らなかつたことにしておく。（これ切りの縁と思へ）

４．斯の如き重大な擧は、愼重に考慮する必要がある。

５．彼が此の中にゐなければ、私の眼玉は節穴だと云はれてもいゝ。そんなことが萬一私の同意のもとに行はれるなんてことがあれば、私は惡人と呼ばれてもいゝ。

６．彼は立去らうとしてゐる。

７．彼は云ひたいことを云ふがいゝ。

８．あんな奴のことなんか己は知らぬ。彼は妥協などとはもつての外だといふ──彼は仕立おろしの着物を着てゐる。これには何か譯があるぞ。





和譯P.206　１．〝それはまるで一切こちらのことに容喙してもらひたくないと云つた樣な赤の他人にする返事としか思はれないぢやありませんか〟と彼女が言つた。


２．この機械はもう古い。これは恐らくノアの洪水以前の代物だ。始終うとうとしてゐる。

３．彼は表へ出ようと思つた。ところが玄關の戸がどうしても開かなかつた。

４．君はそれを否認するんだね。宜しい。では君は二重歩行者［Doppelgänger とは草木も眠る丑三の頃になるとねてゐる體から別な體が拔け出して勝手な眞似をして廻るといふ迷信、同時によく似た人がゐると一方を他の Doppelgänger だ；或は alter ego（anders Ich）だ等といふ］に違ひない。如何となればこの人が同じ時刻に犯行の現場で君を見たと主張してゐるから。

５．次には、なほまた同樣に考慮を必要とする他の點が控へてゐる。

６．彼は決して平和主義者ではない。彼は參謀本部の通信員であり、獨逸海軍の擴張を獨逸の國際的地位にとつて缺くべからざるものとし、一方的軍縮を斷然排撃した。

７．政界に於ては、純官僚内閣の任命が期待されてゐる。この波瀾重疊の時代に官僚内閣とは──およそ無意味な話だ。

８．以前は戰爭の功績や慘虐を誇示したものだ。今は誰も彼もが現在の社會組織に對する辛辣な嘲笑に依つて、將來に對して己を辯護せんと努めるのであつた。今となると誰もが既に戰爭勃發の當初に於て反戰論者だつたと主張する。





256P.207２．專門家すら往々思ひ違ひをする事がある。──犯人は奧地へ逃げ込んだのかも知れぬ。──時には彼は萬引もし兼ねぬ。──さうかもしれぬ。──彼はいつ此處へ來るかも知れぬ。


３．彼はもう一歩も進めない。

４．彼は眞相を白状せざるを得ない。──私は貴君にいくら感謝してもし足りない。

５．おい僕に十マルク呉れろ。──新しい眞理が、世に擴まるまでには、時日を要する。（かなり待たねばならぬ）





和譯P.207　１．所謂樂天主義者は勿論この事を認めようとはしない。しかしながら事實に對しては結局逆らふ［眼を閉づ、心を閉ざす］わけには行かない。


２．彼はあらゆる種類の慈善機關に幾十萬金を獻じた、そのくせまたどうかすると一文でも値切りかねまじき吝嗇漢であつた。

３．例へば私が屡〻言つた如く、若い聲樂家に往々或る種の非常にすぐれた、完全無缺と云つた音聲が生れつき備はつてゐることがある。併し彼の聲の他の音階は強さと明朗さと幅音とに於てはやゝ劣つてゐると認められることもないではない。しかしてこの音階こそ、彼は特に練習して、他の音階に匹敵するやうになる如く努力しなければならぬのである。





和譯P.207　４．貴方は前に比べるとずつと落付いて來ましたね。昔はよく幾日も幾日も不機嫌で無愛想に見えたことがありました。


５．彼の服裝には別にこれと云つて目に立つ點はなかつた。たゞつば廣の、非常にでかい麥藁帽が多少奇異な感じを與へないでもなかつた。

６．差當りまづ案として、模型として且つ附屬の説明書として存在するにすぎない新案特許に對しては、よほど用心して眉唾で臨む必要がある。

７．さあ眞底を白状しろ、でないと僕は君をも君の一味をも密告するかもしれないぞ。





257P.208　１．生きとし生けるものは凡て晩かれ早かれ死なねばならぬ。──もう私は出掛けなければならぬ。


２．物事に無理を利かせようとしては駄目だ。──君は僕の眞意を篤と理解しなくては駄目だ。──君は僕を助けてくれ、後生だから！

３．それは彼が自分で知つてゐるはづだ。──それは一體誰であつたのだらう。

４．人もあらうに君を競爭相手にしなければならぬとは！──はて、不思議なことをきくものかな。（はて、これは心得ぬことを承る）

５．消防夫達は大火傷をして、病院へ運び込まれた。

６．俺はどうしても生きてゐなくてはならないか？　いや、ならないといふ法は何處にもない。

７．僕はもう歸らなければならぬ。

８．必要がある。やむを得ないとあれば、それは結局やむを得ないのだ。（しやうのないことはしやうがない。どうにもならぬことはどうにもならぬ）





和譯P.208　１．彼はこれらの人々と共にまだ一ヶ月と暮さぬ中に、彼等にとつて彼が、時には彼にとつて彼等がもうどうにも我慢が出來なくなつた。お互の了見や傾向が又しても又しても角突合ひをしてゐる間柄であつて見れば、どうせさうならざるを得ないのだが。［so ...... als ...... お互にどうせさうならざるを得ないのが常である如く、御多分に洩ず（so）堪えがたくなつた。］


２．我々の友人を是非喇叭を吹いて迎へよう。さうすれば彼はきつと喜ぶだらう。［Tusch は樂隊などの短かい力強い儀禮的な吹奏を云ふ。］

３．彼が我々に語つて聞かせた話は、之はきつと自分で體驗した話に相違ない。如何となれば、單なる作り事にしては話が多少細かすぎるやうに思はれる。

４．貴君が多少成功の緒におつきになつた丁度その時に斯う云ふ不幸が起るとは、實に遺憾千萬です。

５．彼は、どう善意に解しても、つむじ曲りとしか名付けようのないやうな惡戲をした。例へば冬の晩劇場で車と云ふ車を全部買切り、他の人達が寒さに凍え、わいわい罵りながら徒歩でぶらぶら歸つて行くと、彼はとても痛快がつた。

６．彼は同一時代の人間、例へば我々の時代の人間でも、必ずしも同じ歴史上の一段階に所屬するものではないといふ見解を述べるのが好きである。

７．すると醫者が立ちあがつて云つた、「私はもう町へ歸らねばなりません。患者達が待つてゐますから。」

８．「かるが故に我々は最後の血の一滴に到るまでも戰はなくてはならぬ」と大佐は卓を叩いて云つた「そしていよいよとなれば我々の皇帝のために死なう！」





258　　　２．彼はたゞベルを鳴しさへすれば女中がすぐやつて來た。──彼は長く待つまでもなく、すぐ女中がやつて來た。


３．私は一緒に行つてかまひませんか。





和譯P.209　１．人間精神の最高の勝利、最も普遍的な自然の理法の眞の認識は、特權學者階級の私有物であつてはならぬ、それは全文明人類の多幸な共有財産とならねばならぬ。


２．腕利きの下働きか助手などが必要な場合には、私にさう云つて下さりさへすれば、私はすぐこの二三軒先に住んで居りますから。

３．今更それを彼に云ふ必要は全々ない。如何となれば彼はもう既にそれを知つてゐる。

４．證明書の無い者は、此處へ這入つてはならぬ。





259P.210　１．彼はきつと思ひ違ひしてゐるのだらう。──彼女は丁度起きたところらしかつた。──彼はそんなことをして、一體どうする積りだつたのだらう。


２．彼は言ひたいことを云ふがよい。──そんなこと誰が知るもんか（そんなことは惡魔でも知るがよい、Kuckuck は惡魔の異名）。──そんなことは彼が自分でやれば好いぢやないか。──彼は用心するがよい。

３．君が何と云つても、──私が何と云つても彼女は承認しようとはしなかつた。

４．お這入り下さるやうに申しあげろ。──どうか彼がいつも健康で居りまするやうに。

５．彼は私が好きだつた。

６．彼は私が好きだつた。





和譯P.210　１．佛蘭西政府が今日午後に至るまで未だロンドン會議への英國の招待に對して承諾の返答をしなかつたのは、多少不審に思はれるかも知れないが、しかしそれにはそれ相應の理由があるのだ。


２．私はこれで彼のためには出來るだけのことをしつてやつた。あとは彼が自分でするがよい。自分のことは自分でするものだ。

３．農場の人々がラヂオを上手に取り扱ひ、文學者の寄合ふカフェーの客が大いにプロレタリア的な素朴主義を奉じてゐようとも、彼とこれとの間には數千年間の時代の開きがある。





和譯　　４．彼はいつも全く氣持のよい青年だつた。オスカルは彼が好きだつた。何か思ひ出せない時には、こつそり寫させてくれたし、又先が云へなくてつかへると、こつそり横から「つけて」［例へばプロムプターが役者に向つてする樣に──「つける」は舞臺用語］くれた。そして何か旨いものを持つてゐると分けてくれた。





260P.211（１．）彼はカルルと呼ばるべきである。彼をカルルと呼ぶことにする。


１．よろしい、御滿足の行くやうに致しませう。──彼をこつちへつれて來たまへ。一寸きめつけてやりたいことがある。──あの野郎にあて違ひをさせて呉れよう。

２．彼女は靜かに部屋を出て行つた。如何となれば彼女は目に涙が出たのを兩親に見られたくなかつたからである。

３．彼がそれをしたのださうだ。──このまゝで行けばこれが一體どうなる事だらう。［「どうならせる積りか」と考ふべし］── 一切の望みを失ひたくないなら、今が行動すべき時機である。

４．彼は、著作家になつたものか、畫家になつたものかと迷つた。

５．汝父母を敬はざるべからず。

６．一身の都合上他の人々と一緒に暮す必要のある人は、社交の掟に從はねばならぬ。

７．私は愈〻死ぬとなれば、英雄の如くに死ぬ。ほんたうなら彼は疾くに此處に來て居るべき筈だ、だつてもう十二時半だぜ。

８．この小包をすぐ印刷屋へやつて貰ひたい。

９．何んだこれは、──それは何と云ふことだ。──それは何と云ふことだ。──こんなことをして一體何の積りなんだらう。





和譯P.212　１．イーダー、これはうちの庭師が作つた新種のダリヤだ。これに名前をつけてもらひたい。よく考へてお置き。


２．十人の少女が十四日間、手紙を開封し、整理し、宛名を封筒へ書き寫す仕事にかゝり切りであつた。如何となれば、どの投書家にも皆少くとも證書の形で選外賞をやらうといふことになつたからである。

３．併しあらゆる個別化的の地上の束縛を撤廢せよ云ふ事になつて來たので、表現主義者は人間をその個人的特殊性に於ても、その症徴的生活形態に於ても描かうとしない。この兩者は既に印象派藝術に依つて試みられたものである。今度は愈〻魂の根底へ、人間本質の超時代的、超感覺的方面へと意識的に遡らねばならぬといふ事になつて來たのだ。

４．國民をして萎微凋落せしめざらんとならば、精神教育と並んで感情生活をも尊重しなければならぬ。

５．そもそも歐洲強化工作に於て一進歩を遂げんとならば、それは經濟的協調と云ふ側から持ち來されねばならぬ。

６．舞臺脚本をしてトーキーとしても效果を收めしめんとならば、それを映畫的に完全に改修しなければならぬ。映畫館の觀衆は劇場の觀衆とは見方も聞き方も全然違ふ。

７．たとへ藝術家と雖も公の安寧秩序に對する義務の拘束を少くとも或る種の限界までは意識せねばならぬ。





261　　　１．獨逸からモーターを取寄せた。── 一緒にお出かけになるかどうか、彼は伺つて來いと申しました。──彼は己の懷中時計をぶらんぶらんと振る。


２．彼は私に落付いて仕事させない。──君はどこに帽子をほつたらかして來たのか。──濟んだことは濟んだこととしておかう。

３．かりにそれを本當として、さてそれだからどうだといふのだ。

４．私は惡口を云はせてはおかぬぞ。そんなことを甘受するわけには行かぬ。──彼は名簿へ自分の名を登録してもらつた。──彼は直に改宗させられた。──私は殺されるのは厭だ。

５．そいつは傾聽の價値ある申し出でだ。

６．そんなことは先づそのまゝにして默つて置くのが一番安全だ。

７．犯人は何の痕跡も殘さなかつた。





和譯P.213　１．私の妻が私に離婚を請求せんとしてゐるなんて無遠慮な想像を君は何うしてするに至つたのか。


２．彼はボーイに、守衞を通じて自動車を二薹注文させるやうに命令した。

３．或る廣場に郵便局があつた。彼は馭者に車を止めさせ、電報を打つた。

４．彼は小さな地所を借り、ロンドンの博覽會から移動式木製家屋を取寄せ、それを組立てる。

５．父は息子の詫びを認めようとしなかつた。

６．まあいゝさ。併し僕がその際に蒙つた屈辱は將來とも忘れることはあるまい。

７．僕は貴君にまさかさう安々と私の全財産を取り上げられて默つてゐるわけにはゆかぬ。

８．私は私の勞働に依つて私の生計費を稼ぐ權利をさうおめおめと侵害されてゐるわけにはゆかぬ。

９．何も御存知ないこの人々は、魂と云ふものは、胃や腹やその他人體の補足的部分とは利害を異にするものだなどとは夢にも想つて見たことはないらしい。

10．凡そ世に我慢の出來ないこととてはないが、只あまり幸福な日々の續きすぎるのだけは耐えられないものである。





265P.215　１．御一緒に參りませう。２．神樣に感謝致しませう。３．お互ひにしつかりくつゝいてゐませう。４．では我々はすぐ出發しませう。





266　　　１．皇帝萬歳！２．奴め、破滅しろ。





267　　　１．氣をつけ！２．他言は無用ぢや、合點か。３．さあ飮んだ飮んだ。４．さあどんどん働いたり。５．さあおあがり下さい、お爺さん。でないとスープが冷めますぜ。





268　　　１．色んなことを中途はんぱにやらかすより、寧ろ一つことを完全にやり遂げるに如かず。２．フリツツ、さきを讀んで。３．乞食するより盜め。





269　　　１．酒をもつて來い。２．酒をもつて來い。３．彼をつまみ出せ。４．テーブルをこちらへ入れろ。５．馬を厩へ入れろ。６．あり金を出せ。７．壓制を屠れ。





270　　　１．とつとと出て失せろ。２．荷ごしらへをして、出て失せろ。





271　　　１．君これを皆書き寫すんだ、わかつたか。２．君これを全部書き寫すんだよ。





和譯P.216　１．埃だらけの空氣や惡臭ある空氣を呼吸することを避けよ。夏は窓を開いて働け。冬は扉も窓も同時に開いて、日に幾度も室内の空氣を入換へよ。


２．讀み書きする際には上體を眞直にし、頭を必要以上に傾けるな。書物は目から少くとも三十五センチメートルは離しておかねばならぬ。

３．立法家に告ぐ：とにかく人間は大體に於ては正しいことを欲するものと假定せよ。たゞ個々の場合にはそんなことをあてにして呉れるな。

４．であるからして常に落付いて禍に對して覺悟してをれ。それから──これは特に重要であり、そして多くの人が信ずる程困難ではないことなのだが、──禍が起つたらいつもその善い方面を認めよ。

５．さあ早く下へ降りて、家の前に何が起つたのか見て來い。

６．それとも一そ寢るか。床へ入つて布團を引かぶるんだ。明日になつたら物の觀方がすつかり變つて來るよ。

７．落付け、ビクビクするな。やい、眞すぐに進むんだ。何んだこれつぱちの砲彈が！





280P.223　１．彼が入つて來い（彼が入つて來るやうに）。


２．皇帝萬歳（皇帝の高齡に達し給はんことを）。

３．汝の意志は神聖であれ。

４．そんな心算は毛頭ござらぬ。

５．神が我等の皇帝を守らんことを。


備考　　　【１】（皇帝皇后萬歳）（彼等は入るべきなり＝彼等を入れろ）


【２】（こひ願くば我が願ひを叶へて、汝等の同盟の第三者たらしめよ〔お前達二人の仲間に加へて呉れい〕。）


和譯　　　１．主はそれを與へそれを奪ひ給へり、主の御名は賛へらるべきかな！


２．天に在します吾等の父よ、御名をあがめさせ給へ、御國を來らせ給へ、御心の天になる如く地にもならせ給へ。

３．地上の子等の最高の幸福はそれよろしく人格たるべきなり。

４．かるが故にとはの契りを換さんとするものは、心をもつて心の伴侶を探り當てしや否やを徐ろに吟味すべし。幻は須臾にして消え、悔は千載に殘る。

５．友をもつて許し、友をもつて許さるゝてふ


この凡そ至難なる業を成就したるもの、

一人のやさしき妻を贏ち得たるものは、

來つてその悦びを吾等と共に分て、

しかり、世に唯一つの魂とたりともよし、

そを眞に我がものとなづけむ程のものは！

いまだかつてそのことを爲し得ざりしものは

むしろ泣きつゝこの場を去るにしかず。［鐘の歌］


６．女が憎みを持つ時、男は女を怖れよ、如何となれば、男はその氣持の根本に於て「惡人」たるに引き換へ女は「下劣」だからである。

７．全てが、凡そ人間として考へ得べきもの、凡そ人間として目に見得べきもの、凡そ人間として心に感じ得べきものに變へられること、これを以て眞理への意志と心得よ！汝等、汝等自身の五感を窮極まで考へ盡さざるべからず。（思惟をもつて五感の意味する所を究明せよ、感能の窮極的意義を探り當てよ。）

８．己が祖國を愛するものは、それをこの非常時に於て日頃に倍する勤勉と熱心に依つて示せ。





281P.224和譯　１．その骨折りが厭なら、彼はおとなしく家に引込んでゐたがよからう。





２．彼はまあ大臣なり或はその他自分の好きな何なりに成るがいゝさ。

３．彼と結婚したい人が彼と結婚するがいゝ、妾はさうやたらの人はお斷りですよ。





282P.225　１．彼がどんなことを云はうと私は説きつけられはしない。


２．どんな奴が來ようと私は一歩も讓らぬ。

☞　何なりと好きなことを云ふがいゝ；雨降らば降れ。

☞　１．何んとなり勝手なことを云つたがいゝ。


２．彼はいつなり好きな時來るがいゝ。

３．假令彼女が何んと云つても」。［過去ノ文脈中ニノミ用フ。］


☞　１．彼が來ようとも。２．何事が起らうと。

☞　１．假令彼が何を云はうと。


２．假令彼が何んと云つたにしろ。





283　　　１．假に君が云ふ通りだとして、さてそれだからどうだと云ふのだ？


２．では今君が云つたやうなことにして置かう。

３．この考慮［疑念］は當分先づ問題にしないで置かう（假に姑く置く）。

４．Ａ─Ｂを一直線とせよ、そして其の線上の點Ｃはこの兩端から等距離にあるとせよ。





284　　　１．神が彼を健在ならしめ給はんことを。


２．讀者よ乞ふ、暫く我慢せよ。





和譯P.226　１．では吾々は各々己が路を行くとしよう。吾々は公然の敵となつた、吾々はお互に堂々たる敵手とならう。


２．暫くの間ぢつと聽いてゐた勇敢な男は、如何なる犧牲を忍んでも貧者に正義を與へるべく決心した。

３．公爵は私に問題の土地を假令どんな値段であらうと彼の隣人から買い取ることを命じた。

４．彼は其の家の前に立ちどまつてゐた。入つて行つたものだらうか否か？　すると──窓側、カーテンの後でざわと音がした：さては今までの樣子を見られたのだ！かうなると彼はどうともならばなれ、敢然その家の中へ突入した。

５．世界史の訓ふるところは結局かういふ公式に還元出來る：即ち能と無能、成功と失敗、勝利と敗北、富と貧。この觀方、否、事實をしも「悲觀主義」なる名稱で片附けようと云ふのならば、或はまあ［immerhin］さうするのもよからうが、それは結局弱者を慰め、そして又［und zwar］愚者共を迷はすにとゞまるであらう。





285　　　１．君！おねがひだ、僕達の交渉はこの邊で打切らうぢやないか。［Herr! ハ、カナリ亂暴ナ呼掛ケ。］


２．眞に神を愛するものは、神の方から彼を愛して返すことを望んではならぬ。

３．彼は巴里から、ドイツの青年は政治化され過激化される必要があるといふ綱領を携へて來た。

４．彼は、吾々が一度彼を訪問するやうにといふ希望を口にした。





286P.228【１】（彼も彼の敵を愛し、彼の敵も亦彼を愛してゐると彼は主張する。）


【２】（彼は彼自身の兄弟が彼を裏切るなどといふことは不可能であると自分できめこんだ。）

【３】お母アが、おぢさんの加減はどうだつて問うてお出でつて［さう云つて］たよ。

【４】（私は彼に、私には堅い決心があること、また、私の爲すべきことも承知してゐる旨を答へた。──私は彼に、私の心はかたくきまつてゐるんだし、また私の爲すべきことも知つてゐるのだから、［ト譯スレバ區別ガワカル］さう答へようと思ふ。）

【５】（彼は私に、彼が［最近］買つたといふ家に保險を付けようと思ふと語つた。──彼は私に、彼が［以前］買つておいた［それは私が確かに知つてゐる］家に保險を付けようと思ふと語つた。）

【６】（彼は一文も無いと云ふ。彼は一文も無いと言つた。彼は一文も無いと云ふ。彼は一文も無いと云つた。）


P.229　　【７】彼女は彼に、彼女が彼に渡す［と彼女の稱する］手紙を當分［何分の沙汰をするまで］大切に保存するやうに命じた。


【８】（彼女は、彼女がベルリンに來次第彼を尋ねるであらうと通知した。）

【９】（彼は彼が反猶太人主義者だと私に云つた。）





288P.230【１】das Geschäft （der Laden）


【３】Gläubiger（債權者）


和譯　　　１．私の子供に關する心配が私を不安にするなどとお思ひになつてはいけません！（〔──, das& die Sorgen um meine Kinder mich beunruhigten!〕）


２．私自身に關する不安が何故私が服從しないかといふ原因であるとお思ひになつてはいけません！（〔──, das& die Sorgen um meine eigene Person die Ursache seien, ［od. wa:ren］〕）

３．吾々の間に誤解が起らないやうにと彼は自分で契約書を起草した。

４．お前の全ての以前の愛人達もお前に就ては同じ經驗をしたと彼は私に語つたよ。

５．奇蹟を信じる人達は往々、聖徒が、特に彼等が癩病を病んでゐる際には非常にいゝ匂を發散すると主張する。［コレハ實際アツタ迷信デス。］

６．どんな女でも生れながらの本能的な淑徳を備へてゐるもので、これが彼女（等）に何をしてはいけない、何を喋つてはならぬ、かういふことは考へることすらいけないと告げるのである、これが彼の腦裡に於ける確信ある事實の一つであつた。


P.231　　７．彼は神とか神的なものとかを、「これまた同樣理解するといふよりはむしろ體驗に依つて感得するの外なき」音樂と同じやうな或種の調和的事象として定義するのが常であつた。


８．これは例へば、地球の周圍を太陽が旋廻するといふ昔の臆説によく似た視覺的誤謬である。

９．自由なる概念に該當するものは現實界には何等存在しないのであるが、しかし實際問題としてこの概念は最も必要缺くべからざる假定であるといふ今日の實はまだなかなか一般に普及するに到らない見地に到達する迄には、かなり迂餘曲折が必要であつた。

10．或種の人種は他の人種のために勞働すべく永劫かけて運命づけられてゐるといふ主張をば、人もあらうに基督教の僧侶すら持して來たもので